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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＶＯＤ受信機が、ＩＰ網／回線を介して、ＶＯＤサーバに接続するＶＯＤ制御方法であ
って、
　プライベートチャネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテンツＩ
Ｄを受信し、該コンテンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサーバ
接続情報解決ステップと、
　該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機の
ＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当て
アドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対
するユーザ認証を行うステップと、
　該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情
報を送信するステップと、
　該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応す
るＶＯＤサーバに接続するステップと、を有し、
　前記ＶＯＤサーバが、前記コンテンツＩＤを含むｉＳＣＳＩ接続情報要求をＣＩＤマネ
ージャに対して送信し、
　該ＣＩＤマネージャが、該ｉＳＣＳＩ接続情報要求を受信し、該コンテンツＩＤに対応
するｉＳＣＳＩ接続情報を解決し、該ＩＳＣＳＩ接続情報を該ＶＯＤサーバに送信し、
　該ＶＯＤサーバが、該ＩＳＣＳＩ接続情報に基づいて、ｉＳＣＳＩストレージ装置に接
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続すること、
　を特徴とするＶＯＤ制御方法。
【請求項２】
　ＩＰ網／回線を介してＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続するためのプライベートチャ
ネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテンツＩＤを受信し、該コン
テンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサーバ接続情報解決ステッ
プと、
該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩ
Ｐ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てア
ドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対す
るユーザ認証を行うステップと、
該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報
を送信するステップと、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応する
ＶＯＤサーバに接続するステップと、
により前記ＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続し、
　第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末から第１ＩＰ網及び第２ＩＰ網／回線
を介して映像コンテンツ視聴を準備する映像コンテンツ視聴準備方法であって、
　前記第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、ＷＥＢサーバに対して、一意
のコンテンツＩＤを含む映像コンテンツ視聴要求を、第１ＩＰ網を介して送信するステッ
プと、
　該ＷＥＢサーバが、該映像コンテンツ視聴要求を受信し、該映像コンテンツ視聴要求に
対応し該コンテンツＩＤを含む電子チケット発券要求をチケットサーバに対して送信する
ステップと、
　該チケットサーバが、該電子チケット発券要求を受信し、該電子チケット発券要求に対
応し該コンテンツＩＤを含むコンテンツ視聴準備要求をＶＯＤシステムに対して送信する
ステップと、
　該ＶＯＤシステムが、該コンテンツ視聴準備要求を受信し、該ＶＯＤシステムのＶＯＤ
サーバ名を含む視聴準備完了をチケットサーバに対して送信するステップと、
　該チケットサーバが、該視聴準備完了を受信し、認証サーバに対して、ワンタイムＩＤ
及びワンタイムＰＷ発行要求を送信するステップと、
　該認証サーバが、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷ発行要求を受信し、ワンタイム
ＩＤ及びワンタイムＰＷを生成し、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを該チケットサ
ーバに対して送信するステップと、
　該チケットサーバが、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを受信し、該ワンタイムＩ
Ｄ及びワンタイムＰＷを含む第１電子チケットを発券し、該第１電子チケットを該ＷＥＢ
サーバに対して送信するステップと、
　該ＷＥＢサーバが、該第１電子チケットを受信し、該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュア
ルスタック端末に対して、第１電子チケットを送信するステップと、
　該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、該第１電子チケットを受信し、
該第１電子チケットに対し該ＶＯＤ受信機が使用する回線に付与された第２ＩＰ回線割り
当てアドレスを含めて第２電子チケットを作成し、該第２電子チケットを該ＶＯＤシステ
ムに対して第２ＩＰ網／回線を介して、送信するステップと、
　該ＶＯＤシステムが、該第２電子チケットを受信し、該認証サーバに対して、該ワンタ
イムＩＤ及びワンタイムＰＷを含む認証要求を送信するステップと、
　該認証サーバが、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを受信し、該ワンタイムＩＤ及
びワンタイムＰＷに基づく認証を行い、認証完了をＶＯＤシステムに対して送信するステ
ップと、
　該ＶＯＤシステムが、該認証完了を受信し、該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタ
ック端末に対して、映像コンテンツ視聴準備完了通知を送信するステップと、を有する、
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　ことを特徴とする映像コンテンツ視聴準備方法。
【請求項３】
　ＩＰ網／回線を介してＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続するためのプライベートチャ
ネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテンツＩＤを受信し、該コン
テンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサーバ接続情報解決ステッ
プと、
該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩ
Ｐ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てア
ドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対す
るユーザ認証を行うステップと、
該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報
を送信するステップと、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応する
ＶＯＤサーバに接続するステップと、
により前記ＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続し、
　携帯電話から映像コンテンツ視聴を携帯電話網及びＩＰ網／回線を介して準備する映像
コンテンツ視聴準備方法であって、
　前記の携帯電話が、所望の映像コンテンツのコンテンツＩＤ，プライベートチャネルエ
ージェントに対するアクセス情報を入手するステップと、
　該携帯電話が、該入手したアクセス情報に基づいて、プライベートチャネルエージェン
トに対してアクセスし、該コンテンツＩＤ，該携帯電話の電話番号を含む映像コンテンツ
視聴要求を送信するステップと、
　該プライベートチャネルエージェントが、該映像コンテンツ視聴要求を受信し、ＶＯＤ
システムに対し、コンテンツ視聴準備要求をＩＰ網／回線を介して送信するステップと、
　該ＶＯＤシステムが、該コンテンツ視聴準備要求を受信し、該ＶＯＤシステムのＶＯＤ
サーバ名を含むコンテンツ視聴準備完了を該プライベートチャネルエージェントに対して
送信するステップと、
　該プライベートチャネルエージェントが、該コンテンツ視聴準備完了を受信し、ＦＭ－
ＤＢに対して、該携帯電話の電話番号を含む問い合わせを送信するステップと、
　該ＦＭ－ＤＢが、該問い合わせを受信し、該電話番号に対応する回線割り当てアドレス
を取得し、該プライベートチャネルエージェントに対して、該回線割り当てアドレスを送
信するステップと、
　該プライベートチャネルエージェントが、該回線割り当てアドレスを受信し、プライベ
ートチャネル設定情報を作成し、該プライベートチャネル設定情報を前記ＶＯＤシステム
対して送信するステップと、
　該ＶＯＤシステムが、該プライベートチャネル設定情報を受信し、該プライベートチャ
ネル設定情報をプライベートチャネルと見做して設定し、該プライベートチャネルエージ
ェントに対して該プライベートチャネル設定完了を送信するステップと、
　該プライベートチャネルエージェントが、該プライベートチャネル設定完了を受信し、
該携帯電話に対して、映像コンテンツ視聴準備完了通知を送信するステップと、を有する
、
　ことを特徴とする映像コンテンツ視聴準備方法。
【請求項４】
　ＩＰ網／回線を介してＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続するためのプライベートチャ
ネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテンツＩＤを受信し、該コン
テンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサーバ接続情報解決ステッ
プと、
該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩ
Ｐ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てア
ドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対す
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るユーザ認証を行うステップと、
該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報
を送信するステップと、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応する
ＶＯＤサーバに接続するステップと、
により前記ＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続し、
　ストレージ装置に蓄積された映像コンテンツファイルに対応するコンテンツＩＤをＷＥ
Ｂページに登録して、該映像コンテンツファイルを公開するコンテンツ公開方法であって
、
　第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、前記映像コンテンツファイルのフ
ァイル名，該ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置のｉＳＣＳＩ接続パラメータ及び第２ＩＰ
回線割り当てアドレスを含むコンテンツＩＤ発行要求を、第２ＩＰ網／回線を介して、Ｃ
ＩＤマネージャに対して送信するステップと、
　該ＣＩＤマネージャが、該コンテンツＩＤ発行要求を受信し、該第２ＩＰ回線割り当て
アドレスと該映像コンテンツファイルのファイル名の組み合わせに基づいて、一意になる
コンテンツＩＤを発行し、
　該ＣＩＤマネージャが、前記コンテンツＩＤ，前記のｉＳＣＳＩ接続パラメータ，前記
の第２ＩＰ回線割り当てアドレスの組み合わせを該ＣＩＤマネージャ自体に登録し、
　該コンテンツＩＤを前記第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末に対して送信
するステップと、
　該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、該コンテンツＩＤを受信し、該
コンテンツＩＤを該ＷＥＢサーバのＷＥＢページに、第１ＩＰ網を介して登録するステッ
プと、
　該ＷＥＢサーバが、該登録を受けて、コンテンツＩＤ登録完了を該第１ＩＰ及び第２Ｉ
Ｐ対応デュアルスタック端末に対して送信するステップと、
　該ＷＥＢページに登録されたコンテンツＩＤが、閲覧端末から選択され、該ＶＯＤサー
バが、該選択されたコンテンツＩＤに対応するストレージ装置に対する接続要求を受信す
るステップと、
　該ＶＯＤサーバが、該ＣＩＤマネージャに対して、該コンテンツＩＤ及び第２ＩＰ回線
割り当てアドレスに対応したｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置に係るｉＳＣＳＩ接続情報
要求を送信するステップと、
　該ＣＩＤマネージャが、該ｉＳＣＳＩ接続情報要求を受信し、該第２ＩＰ回線割り当て
アドレスを含むｉＳＣＳＩ接続情報を、該ＶＯＤサーバに対して送信するステップと、
　該ＶＯＤサーバが、該ｉＳＣＳＩ接続情報を受信し、該ｉＳＣＳＩ接続情報に基づいて
、該ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置に対し、ｉＳＣＳＩ接続要求を送信するステップを
有すること、
　を特徴とする映像コンテンツ公開方法。
【請求項５】
　ＩＰ網／回線を介してＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続するためのプライベートチャ
ネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテンツＩＤを受信し、該コン
テンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサーバ接続情報解決ステッ
プと、
該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩ
Ｐ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てア
ドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対す
るユーザ認証を行うステップと、
該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報
を送信するステップと、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応する
ＶＯＤサーバに接続するステップと、
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により前記ＶＯＤ受信機が接続されるＶＯＤサーバであって、
　映像コンテンツファイルを蓄積したｉＳＣＳＩストレージ装置に接続されたＶＯＤサー
バであって、
　前記ＶＯＤサーバは、受信した再生要求に応じて、前記ｉＳＣＳＩストレージ装置に対
してｉＳＣＳＩ接続を行い、
　該ｉＳＣＳＩストレージ装置から前記映像コンテンツファイルを読み出し、
　該映像コンテンツファイルを所定のＶＯＤ受信機に配信すること、
を特徴とするＶＯＤサーバ。
【請求項６】
　ＶＯＤサーバに仮想専用サーバが含まれることを特徴とする請求項５に記載のＶＯＤサ
ーバ。
【請求項７】
　ＶＯＤ受信機からＩＰ網／回線を介してＶＯＤサーバに対して接続するＶＯＤシステム
であって、
　前記ＶＯＤ受信機が、コンテンツＩＤをプライベートチャネルリゾルバに対して送信す
る手段と、
　該プライベートチャネルリゾルバが、該コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに
対応した前記ＶＯＤサーバの名前を解決するＶＯＤサーバ名解決手段と、
　該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機の
ＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当て
アドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対
するユーザ認証を行う手段と、
　該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して該ＶＯＤサーバの名前を
送信する手段と、
　該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバの名前に対応するＶＯＤサーバに対して接続する手段
と、
　前記ＶＯＤサーバが、ＣＩＤマネージャに対して、前記コンテンツＩＤを含むｉＳＣＳ
Ｉ接続情報要求を送信する手段と、
　該ＣＩＤマネージャが、該ｉＳＣＳＩ接続情報要求を受信し、該コンテンツＩＤに対応
するｉＳＣＳＩ接続情報を解決し、該ＩＳＣＳＩ接続情報を該ＶＯＤサーバに対して送信
する手段と、
　該ＶＯＤサーバが、該ｉＳＣＳＩ接続情報に基づいて、ｉＳＣＳＩストレージ装置に接
続する手段と、
　を有することを特徴とする記載のＶＯＤシステム。
【請求項８】
　ＩＰ網／回線を介してＶＯＤサーバに対して接続されるＶＯＤ受信機が、コンテンツＩ
Ｄをプライベートチャネルリゾルバに対して送信する手段と、
該プライベートチャネルリゾルバが、該コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに対
応した前記ＶＯＤサーバの名前を解決するＶＯＤサーバ名解決手段と、
プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ
回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てアド
レスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対する
ユーザ認証を行う手段と、
該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して該ＶＯＤサーバの名前を送
信する手段と、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバの名前に対応するＶＯＤサーバに対して接続する手段と
、
を有するＶＯＤシステムから、ＶＯＤ受信機が映像コンテンツの配信を受ける映像コンテ
ンツ視聴システムであって、
　チケットサーバが、
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　電子チケット発券要求を受信し、該電子チケット発券要求に対応しコンテンツＩＤを含
むコンテンツの視聴準備を前記ＶＯＤシステムに対して送信する手段と、
　ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを受信し、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを
含む第１電子チケットを発券し、該第１電子チケットをＷＥＢサーバに対して送信する手
段と、
　視聴準備完了を受信し、認証サーバに対して、ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷ発行
要求を送信する手段と、
　を有し、
　該ＷＥＢサーバが、
　映像コンテンツ視聴要求を受信し、該映像コンテンツ視聴要求に対応し該コンテンツＩ
Ｄを含む電子チケット発券要求をチケットサーバに対して送信する手段と、
　該第１電子チケットを受信し、第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末に対し
て、第１電子チケットを送信する手段と、
　を有し、
　該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、
　該ＷＥＢサーバに対し第１ＩＰ網を介して、一意のコンテンツＩＤを含む該映像コンテ
ンツ視聴要求を送信する手段と、
　該第１電子チケットを受信し、該第１電子チケットに対し前記ＶＯＤ受信機が使用する
回線に付与された第２ＩＰ回線割り当てアドレスを含めて第２電子チケットを作成し、該
第２電子チケットを該ＶＯＤシステムに対して第２ＩＰ網／回線を介して、送信する手段
と、
　を有し、
　該認証サーバが、
　該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷ発行要求を受信し、ワンタイムＩＤ及びワンタイ
ムＰＷを生成し、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを該チケットサーバに対して送信
する手段と、
　該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを受信し、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷ
に基づく認証を行い、認証完了をＶＯＤシステムに対して送信する手段と、
　を有し、
　該ＶＯＤシステムが、
　該コンテンツ視聴準備要求を受信し、該ＶＯＤシステムの該ＶＯＤサーバ名を含む視聴
準備完了をチケットサーバに対して送信する手段と、
　該第２電子チケットを受信し、該認証サーバに対して、該ワンタイムＩＤ及びワンタイ
ムＰＷを含む認証要求を送信する手段と、
　該認証完了を受信し、該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末に対して、映
像コンテンツ視聴準備完了通知を送信する手段と、
　を有する、
　ことを特徴とする映像コンテンツ視聴システム。
【請求項９】
　ＩＰ網／回線を介してＶＯＤサーバに対して接続されるＶＯＤ受信機が、コンテンツＩ
Ｄをプライベートチャネルリゾルバに対して送信する手段と、
該プライベートチャネルリゾルバが、該コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに対
応した前記ＶＯＤサーバの名前を解決するＶＯＤサーバ名解決手段と、
プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ
回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てアド
レスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対する
ユーザ認証を行う手段と、
該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して該ＶＯＤサーバの名前を送
信する手段と、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバの名前に対応するＶＯＤサーバに対して接続する手段と
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、
を有するＶＯＤシステムから、ＶＯＤ受信機が映像コンテンツの配信を受ける映像コンテ
ンツ視聴システムであって、
　携帯電話が、
　所望の映像コンテンツのコンテンツＩＤ，プライベートチャネルエージェントに対する
アクセス情報を入手する手段と、
　該入手したアクセス情報に基づいて、プライベートチャネルエージェントに対してアク
セスし、該コンテンツＩＤ，該携帯電話の電話番号を含む映像コンテンツ視聴要求を送信
する手段と、
　を有し、
　該プライベートチャネルエージェントが、
　該映像コンテンツ視聴要求を受信し、前記ＶＯＤシステムに対し、コンテンツ視聴準備
要求をＩＰ網／回線を介して送信する手段と、
　コンテンツ視聴準備完了を受信し、ＦＭ－ＤＢに対して、該携帯電話の電話番号を含む
問い合わせを送信する手段と、
　回線割り当てアドレスを受信し、プライベートチャネル設定情報を作成し、該プライベ
ートチャネル設定情報をＶＯＤシステムに対して送信する手段と、
　プライベートチャネル設定完了を受信し、該携帯電話に対して、映像コンテンツ視聴準
備完了を送信する手段と、
　を有し、
　該ＶＯＤシステムが、
　該コンテンツ視聴準備要求を受信し、該ＶＯＤシステムのＶＯＤサーバ名を含むコンテ
ンツ視聴準備完了を該プライベートチャネルエージェントに対して送信する手段と、
　該プライベートチャネル設定情報を受信し、該プライベートチャネル設定情報をプライ
ベートチャネルと見做して設定し、該プライベートチャネルエージェントに対して該プラ
イベートチャネル設定完了を送信する手段と、
　を有し、
　該ＦＭ－ＤＢが、
　該問い合わせを受信し、該電話番号に対応する回線割り当てアドレスを取得し、該プラ
イベートチャネルエージェントに対して、該回線割り当てアドレスを送信する手段と、
　を有する、
　ことを特徴とする映像コンテンツ視聴システム。
【請求項１０】
　ストレージ装置に蓄積されたコンテンツファイルに対応するコンテンツＩＤをＷＥＢペ
ージに登録して、該コンテンツファイルを公開し、
　ＩＰ網／回線を介してＶＯＤサーバに対して接続されるＶＯＤ受信機が、コンテンツＩ
Ｄをプライベートチャネルリゾルバに対して送信する手段と、
該プライベートチャネルリゾルバが、該コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに対
応した前記ＶＯＤサーバの名前を解決するＶＯＤサーバ名解決手段と、
プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ
回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てアド
レスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対する
ユーザ認証を行う手段と、
該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して該ＶＯＤサーバの名前を送
信する手段と、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバの名前に対応するＶＯＤサーバに対して接続する手段と
、
を有するＶＯＤシステムから、ＶＯＤ受信機が映像コンテンツの配信を受ける映像コンテ
ンツ公開システムであって、
　第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、
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　前記ストレージ装置に接続する手段と、
　前記コンテンツファイルのファイル名，ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置のｉＳＣＳＩ
接続パラメータ及び第２ＩＰ回線割り当てアドレスを含むコンテンツＩＤ発行要求を、第
２ＩＰ網／回線を介して、ＣＩＤマネージャに対して送信する手段と、
　前記コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤをＷＥＢサーバの前記ＷＥＢページに
、第１ＩＰ網を介して、登録する手段と、
　接続された該ストレージ装置を切り離す手段と、
　を有し、
　該ＣＩＤマネージャが、
　該コンテンツＩＤ発行要求を受信し、該第２ＩＰ回線割り当てアドレスと該コンテンツ
ファイルのファイル名の組み合わせに基づいて、一意になるコンテンツＩＤを発行し、該
コンテンツＩＤ，該ｉＳＣＳＩ接続パラメータ，前記の第２ＩＰ回線割り当てアドレスの
組み合わせを該ＣＩＤマネージャ自体に登録し、該コンテンツＩＤを該第１ＩＰ及び第２
ＩＰ対応デュアルスタック端末に対して送信する手段と、
　該ｉＳＣＳＩ接続情報要求を受信し、第２ＩＰ回線割り当てアドレスを含むｉＳＣＳＩ
接続情報を、該ＶＯＤサーバに対して送信する手段と、
　を有し、
　該ＷＥＢサーバが、
　該コンテンツＩＤ登録を受けて、コンテンツＩＤ登録完了を該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対
応デュアルスタック端末に対して送信する手段と、
　第１ＩＰ網上の閲覧端末を介して該ＷＥＢサーバ上のＷＥＢページに対してアクセスさ
れる手段と、
　を有し、
　該ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置が、
　該ストレージ装置と接続する手段、
　を有し、
　該ＶＯＤサーバが、
　該コンテンツＩＤに対応するストレージ装置に係る接続要求を受信する手段と、
　該ＣＩＤマネージャに対して、該コンテンツＩＤ及び第２ＩＰ回線割り当てアドレスに
対応したｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置に係るｉＳＣＳＩ接続情報要求を送信する手段
と、
　該ｉＳＣＳＩ接続情報を受信し、該ｉＳＣＳＩ接続情報に基づいて、該ｉＳＣＳＩ　ｇ
ａｔｅｗａｙ装置に対し、ｉＳＣＳＩ接続要求を送信する手段と、
　を有する、
ことを特徴とする映像コンテンツ公開システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＶＯＤ制御方法，映像コンテンツ視聴準備方法，映像コンテンツ公開方法，
ＶＯＤサーバ，ＶＯＤシステム，映像コンテンツ視聴システム，映像コンテンツ公開シス
テムであって、例えば、映像配信に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、インターネット上のマルチメディアサービスにおいて、ＳＡＮ（Ｓｔｏｒａｇｅ
　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ），ＶＯＤ（Ｖｉｄｅｏ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ），サーバ仮
想化は、重要な要素技術となっている。
【０００３】
　一つ目の要素技術であるＳＡＮは、その一部に現行のストレージ装置が使用されている
。その使用されるストレージ装置は、単体もしくは複数のハードディスクドライブの集合
体、或いは、専用の制御部によって複数のハードディスクドライブを制御するディスクア
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レイ装置から構成されている。
【０００４】
　前記ストレージ装置とホスト装置（例えば、サーバやパーソナルコンピュータ）間を接
続するインタフェース技術としては、ファイバチャネル（Ｆｉｂｒｅ　Ｃｈａｎｎｅｌ；
以下、ＦＣと略す），インフィニバンド（ＩｎｆｉｎｉＢａｎｄ），ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌ
ｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）などが知られている。
【０００５】
　特に、前記のＳＣＳＩは、近距離接続を安価に実現する用途として優れており、既に、
市場に広く普及している。前記のＳＣＳＩでは、クライアントに相当する機能をイニシエ
ータ（Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ）、サーバに相当する機能をターゲット（ｔａｒｇｅｔ）、と
それぞれ呼称している。そして、前記のイニシエータとターゲット間で、ＳＣＳＩコマン
ド（即ち、ＣＤＢ（Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ　Ｂｌｏｃｋ）を交換して接
続を実現している。
【０００６】
　２００３年には、一般的なネットワークプロトコルの一つであるＴＣＰ／ＩＰ（Ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ／Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）上で、ＳＣＳＩ処理を実現する上位プロトコル規格ｉＳＣＳＩ（ｉｎｔｅｒｎ
ｅｔ　ＳＣＳＩ）が、ＩＥＴＦ（Ｔｈｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　
Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃｅ）　ＲＦＣ（Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｅｎｔｓ）３７２
０として標準化されている。
【０００７】
　ｉＳＣＳＩ技術は、ギガビット以上の回線品質の基幹回線（例えば、データセンタ内回
線，データセンタ間回線，大規模ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）シス
テム）で利用されている（例えば、非特許文献１参照）が、該ｉＳＣＳＩ技術をコンシュ
ーマ向けアクセス回線（例えば、ブロードバンド回線）上のサービスとして、端末－サー
バ間，端末－端末間で適応している例は存在していない。
【０００８】
　一方、国内ではＦＴＴＨ（Ｆｉｂｅｒ　Ｔｏ　Ｔｈｅ　Ｈｏｍｅ）回線の普及と高速化
が進行中であり、例えば、１００ＢＡＳＥ－ＴＸをユーザ端末インタフェースとするサー
ビスが実用化済みである。そして、近い将来、都市部において、ＦＴＴＨ回線を使用した
ネットワークのギガビット化も想定されている。
【０００９】
　二つ目の要素技術であるＶＯＤは、ＦＴＴＨ回線（即ち、ブロードバンドＩＰ（Ｉｎｔ
ｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）網）の普及に伴い、コンシューマ向けにＭＰＥＧ２（Ｍ
ｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ　ｐｈａｓｅ　２）等のデジ
タル圧縮技術を用いたストリーミング映像配信サービスとして実用開始されている。
【００１０】
　該ＶＯＤサービスの主目的は、レンタルビデオ，ＣＳ（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　
Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）放送，ＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）放
送，ＣＡＴＶ（Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ　Ａｎｔｅｎｎａ　ＴｅｌｅＶｉｓｉｏｎ）放送など
で提供されているプレミアムコンテンツ（例えば、映画）をブロードバンド（例えば、Ｆ
ＴＴＨ）回線を介して、家庭に直接提供することである。即ち、利用者は、テレビ受像機
に接続されたセットトップボックス（ＳＴＢ（Ｓｅｔ　Ｔｏｐ　Ｂｏｘ））を、所望のコ
ンテンツが搭載されたサーバ装置に対して随時接続して視聴することができる。
【００１１】
　該ＶＯＤサービスで使用するＳＴＢは、ＩＰネットワーク上の汎用プロトコル（例えば
、ＲＴＰ（Ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ），ＲＴＣＰ（
ＲＴＰ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ），ＨＴＴＰ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｔｒａ
ｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ））などを実装しているため、映像通信機器としての高い
汎用性が知られている。
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【００１２】
　コンシューマ向けに提供されているＶＯＤシステムは、主にプレミアムコンテンツや特
定用途向けで、数量限定されたユーザ共通コンテンツ（例えば、教育ビデオ）の提供を目
的としている。このため、前記ＶＯＤシステムでは、コンテンツ群を集中管理（即ち、搭
載）でき、複数端末の同時接続又は同時再生する処理能力が高く、かつ、高価なＶＯＤサ
ーバによってサービスを提供している。
【００１３】
　ここで、従来のＶＯＤシステムの基本構成を図１０及び図１１に基づいて以下に説明す
る。前記のＶＯＤシステムは、図１０中のＶＯＤサーバ（即ち、映像配信サーバ）４，番
組情報を配信するサーバ（以後、番組配信サーバと称する）１６，コモンストレージ１７
から構成される。なお、前記ＶＯＤサーバ４とコモンストレージ１７間は、常時接続され
ているものとする。
【００１４】
　ＶＯＤサービスを受ける視聴者（以後、ＶＯＤ視聴者と称する）１８は、該ＶＯＤサー
ビス用のＳＴＢ２を使って、ＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１を介し、ＶＯＤサービスを
受けることになる。なお、前記のＶＯＤサービスには、例えば、番組配信サーバ１６から
の番組情報（例えば、番組表）配信サービスや、ＶＯＤサーバ４からの映像配信サービス
が含まれる。
【００１５】
　ここで、前記ＶＯＤサービスの手順を図１１に基づいて以下に説明する。
【００１６】
　まず、ＶＯＤ視聴者１８は、ＳＴＢ２の電源を入れ、該ＳＴＢ２を起動する（Ｍ５０１
）。
【００１７】
　次に、前記ＳＴＢ２が起動すると同時に（あるいは、前記ＶＯＤ視聴者１８が該ＳＴＢ
２を操作して）、番組配信サーバ１６に対して、番組情報要求を送信する（Ｍ５０２）。
【００１８】
　次に、前記番組配信サーバ１６は、番組情報を作成し、前記ＳＴＢ２に対して、該番組
情報を送信する（Ｍ５０３）。
【００１９】
　なお、前記の番組情報要求及び番組情報に係る通信では、例えば、ＨＴＴＰを使用する
ことが好ましい。さらに、図１０中では、どのＳＴＢ２からでも同じＶＯＤサーバに接続
されることとする。
【００２０】
　次に、前記ＳＴＢ２は、前記ＶＯＤ視聴者１８に対して、前記番組情報を表示する（Ｍ
５０４）。
【００２１】
　次に、前記ＶＯＤ視聴者１８は、前記ＳＴＢ２を操作して、前記番組情報から所望の番
組を選択する（Ｍ５０５）。
【００２２】
　次に、前記ＳＴＢ２は、前記ＶＯＤサーバ４に対して、接続要求を送信する（Ｍ５０６
）。
【００２３】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、前記ＳＴＢ２に対して、接続完了を送信する（Ｍ５０７
）。
【００２４】
　次に、前記ＳＴＢ２は、コンテンツ要求（前記の選択されたコンテンツに係る要求）を
、ＶＯＤサーバ４に対して送信する（Ｍ５０８）。なお、前記コンテンツ要求に係る通信
には、ＲＴＳＰが使用されることが好ましい。
【００２５】
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　次に、前記のＶＯＤ４サーバとＳＴＢ２間で、能力ネゴシエーションを行う（Ｍ５０９
）。
【００２６】
　次に、前記ＶＯＤ４サーバは、前記ＳＴＢ２に対して、映像ストリーミングを送信する
（Ｍ５１０）。なお、前記映像ストリーミングに係る通信には、ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａ
ｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）もしくはＲＴＰが使用されることが好ましい。
【００２７】
　そして、前記ＳＴＢ２は、前記ＶＯＤ視聴者１８に対して、番組を表示する（Ｍ５１１
）。
【００２８】
　三つ目の要素技術であるサーバ仮想化（例えば、非特許文献２参照）は、近年、ハード
ウェアレベルでのサポートが相次いで発表されている。最新ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐ
ｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）のラインナップには、マルチコアＣＰＵがリリースされ
ており、今後の主力製品となる予定にある。
【００２９】
　前記マルチコアＣＰＵを活かす技術の一つが、サーバ仮想化技術である。例えば、同一
ハードウェア上で、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）と同じレイヤで仮想化す
る技術がある。実際には、サーバ製品も、リリースされている。
【００３０】
　また、前記サーバ仮想化技術を利用することにより、ＯＳレイヤにおけるＣＰＵリソー
ス等の動的配分を可能とする。しかし、この他にも、ＯＳレイヤで独立動作させたい複数
アプリケーションを同一のハードウェア上で処理することが可能であるため、論理的には
全く別のサーバ群を、特定の物理空間に高密度配置することが可能となる。例えば、デー
タセンタにおけるサーバ設置に際して、ブレードサーバ導入の代替として、前記サーバ仮
想化技術を採用することによって、空間的及び経済的なメリットを得ることができる。
【非特許文献１】ＳＴＯＲＡＧＥ　ＮＥＴＷＯＲＫＩＮＧ　ＩＮＤＵＳＴＲＹ　ＡＳＳＯ
ＣＩＡＴＩＯＮ、“ＮＡＳ　ａｎｄ　ｉＳＣＳＩ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｏｖｅｒｖｉ
ｅｗ”、［ｏｎｌｉｎｅ］、平成１７年４月１２日、ＳＴＯＲＡＧＥ　ＮＥＴＷＯＲＫＩ
ＮＧ　ＩＮＤＵＳＴＲＹ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ、［平成１７年８月１５日検索］、イ
ンターネット＜ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｎｗｕｓａ．ｃｏｍ／ｉｍａｇｅｓ／
ＮＡＳａｎｄＩＳＣＳＩＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙＯｖｅｒｖｉｅｗ．ｐｄｆ＞。
【非特許文献２】松本　健，「サーバ仮想化技術導入に当たっての評価ポイント」，ＮＲ
Ｉ技術創発，野村総合研究所，平成１７年１月６日，２００５年第５号，ｐ．３５－４９
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３１】
　上述のような映像通信機器としてのコンシューマ向けＶＯＤ受信機（例えば、ＳＴＢ）
は、実装プロトコル等の汎用性が高く、他用途との併用が容易である。しかし、前記のコ
ンシューマ向けＶＯＤ受信機は、放送品質コンテンツをプレミアム系コンテンツ（例えば
、映画）に依存し、現状では実質的な専用機化してしまい、レンタルビデオサービスの代
替え手段に留まってしまっている。そのため、前記のコンシューマ向けＶＯＤ受信機は、
効率的な転用又は併用が進んではいない。
【００３２】
　また、インターネット上でブログ（ＢＬＯＧ）と呼称される公開型個人日記サービスや
ＳＮＳ（Ｓｏｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　Ｓｉｔｅ）などのコミュニティ形成を目
的とするＷＥＢサーバベースのサービスに人気が集まっている。該サービスでは、ブロー
ドバンド回線の普及に伴い、文章だけにとどまらず、デジタルカメラなどで撮影した静止
画，デジタルビデオで個人撮影した映像に対してキャプチャリング又は圧縮処理を施した
簡易映像を作成し、前記サーバ上に掲載するアドバンスユーザが珍しくない。
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【００３３】
　しかし、動画像はテキストや静止画と比較して、その容量が圧倒的に大きい。そのため
、一般的なブログサービスが、個人ユーザに対して、経済的な料金に応じて割り当てる容
量は、掲載本数，再生時間，解像度（例えば、画面サイズ）などに大きな制約を受けてい
る。さらに、インターネットホームページ上の多くの動画像の品質は、放送品質に満たな
いものである。特に、前記ブログに掲載される個人撮影コンテンツは、放送品質に達して
いるものは少ない。
【００３４】
　一方、ＷＥＢサーバベース以外のサービスにおいて、例えば、雑誌などの紙ベースを主
体とした情報誌上で、静止画等の情報に付加する形態でＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ），２次元バーコードを用い、携帯電話を介して該誌上に掲
載しきれない情報を提供しよう（もしくは、その情報に誘導しよう）とするサービスが、
存在する。しかし、携帯電話自体はブロードバンド回線に接続されておらず、簡単な操作
で放送品質の動画像（例えば、プライベート動画像）を元の情報（前記の誌上に掲載した
情報）と連携して提供するサービスは存在していない。
【００３５】
　さらに、個人環境に着目すると、デジタルカメラ等の普及によって、個人レベルで放送
品質に相当する動画を撮影することは既に容易になっている。また、記録メディアとして
ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）やハードディスクを搭載する
機種も登場している。これは、デジタルビデオカメラ向けの動画圧縮規格も制定済みであ
ることが一因でもある。そして、個人で所有し、経済性の高い大容量ストレージ装置を別
途用意すれば、近い将来、該ストレージ装置に対して前記撮影映像を蓄積することは、容
易になる可能性が高い。
【００３６】
　本発明は、前記課題に基づいてなされたものであり、ネットワーク上のサービスまたは
端末とＶＯＤサーバまたはＶＯＤシステムが連携し、ＶＯＤ受信機を介して、動画情報を
随時に視聴できるＶＯＤ制御方法，映像コンテンツ視聴準備方法，映像コンテンツ公開方
法，ＶＯＤサーバ，ＶＯＤシステム，映像コンテンツ視聴システム，映像コンテンツ公開
システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３７】
　本発明は、前記課題の解決を図るために、請求項１記載の発明は、ＶＯＤ受信機が、Ｉ
Ｐ網／回線を介して、ＶＯＤサーバに接続するＶＯＤ制御方法であって、プライベートチ
ャネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテンツＩＤを受信し、該コ
ンテンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサーバ接続情報解決ステ
ップと、該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受
信機のＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割
り当てアドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセ
スに対するユーザ認証を行うステップと、該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ
受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報を送信するステップと、該ＶＯＤ受信機が該Ｖ
ＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応するＶＯＤサーバに接続す
るステップと、を有し、前記ＶＯＤサーバが、前記コンテンツＩＤを含むｉＳＣＳＩ接続
情報要求をＣＩＤマネージャに対して送信し、該ＣＩＤマネージャが、該ｉＳＣＳＩ接続
情報要求を受信し、該コンテンツＩＤに対応するｉＳＣＳＩ接続情報を解決し、該ＩＳＣ
ＳＩ接続情報を該ＶＯＤサーバに送信し、該ＶＯＤサーバが、該ＩＳＣＳＩ接続情報に基
づいて、ｉＳＣＳＩストレージ装置に接続すること、を特徴とする。
【００４０】
　請求項２記載の発明は、ＩＰ網／回線を介してＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続する
ためのプライベートチャネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテン
ツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサ
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ーバ接続情報解決ステップと、該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩ
Ｄを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め
設定されたＩＰ回線割り当てアドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯ
Ｄ受信機からのアクセスに対するユーザ認証を行うステップと、該プライベートチャネル
リゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報を送信するステップと、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応する
ＶＯＤサーバに接続するステップと、により前記ＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続し、
第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末から第１ＩＰ網及び第２ＩＰ網／回線を
介して映像コンテンツ視聴を準備する映像コンテンツ視聴準備方法であって、前記第１Ｉ
Ｐ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、ＷＥＢサーバに対して、一意のコンテンツ
ＩＤを含む映像コンテンツ視聴要求を、第１ＩＰ網を介して送信するステップと、該ＷＥ
Ｂサーバが、該映像コンテンツ視聴要求を受信し、該映像コンテンツ視聴要求に対応し該
コンテンツＩＤを含む電子チケット発券要求をチケットサーバに対して送信するステップ
と、該チケットサーバが、該電子チケット発券要求を受信し、該電子チケット発券要求に
対応し該コンテンツＩＤを含むコンテンツ視聴準備要求をＶＯＤシステムに対して送信す
るステップと、該ＶＯＤシステムが、該コンテンツ視聴準備要求を受信し、該ＶＯＤシス
テムのＶＯＤサーバ名を含む視聴準備完了をチケットサーバに対して送信するステップと
、該チケットサーバが、該視聴準備完了を受信し、認証サーバに対して、ワンタイムＩＤ
及びワンタイムＰＷ発行要求を送信するステップと、該認証サーバが、該ワンタイムＩＤ
及びワンタイムＰＷ発行要求を受信し、ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを生成し、該
ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを該チケットサーバに対して送信するステップと、該
チケットサーバが、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを受信し、該ワンタイムＩＤ及
びワンタイムＰＷを含む第１電子チケットを発券し、該第１電子チケットを該ＷＥＢサー
バに対して送信するステップと、該ＷＥＢサーバが、該第１電子チケットを受信し、該第
１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末に対して、第１電子チケットを送信するス
テップと、該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、該第１電子チケットを
受信し、該第１電子チケットに対し該ＶＯＤ受信機が使用する回線に付与された第２ＩＰ
回線割り当てアドレスを含めて第２電子チケットを作成し、該第２電子チケットを該ＶＯ
Ｄシステムに対して第２ＩＰ網／回線を介して、送信するステップと、該ＶＯＤシステム
が、該第２電子チケットを受信し、該認証サーバに対して、該ワンタイムＩＤ及びワンタ
イムＰＷを含む認証要求を送信するステップと、該認証サーバが、該ワンタイムＩＤ及び
ワンタイムＰＷを受信し、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷに基づく認証を行い、認
証完了をＶＯＤシステムに対して送信するステップと、該ＶＯＤシステムが、該認証完了
を受信し、該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末に対して、映像コンテンツ
視聴準備完了通知を送信するステップと、を有する、ことを特徴とする。
【００４１】
　請求項３記載の発明は、ＩＰ網／回線を介してＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続する
ためのプライベートチャネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテン
ツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサ
ーバ接続情報解決ステップと、該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩ
Ｄを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め
設定されたＩＰ回線割り当てアドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯ
Ｄ受信機からのアクセスに対するユーザ認証を行うステップと、該プライベートチャネル
リゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報を送信するステップと、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応する
ＶＯＤサーバに接続するステップと、により前記ＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続し、
携帯電話から映像コンテンツ視聴を携帯電話網及びＩＰ網／回線を介して準備する映像コ
ンテンツ視聴準備方法であって、前記の携帯電話が、所望の映像コンテンツのコンテンツ
ＩＤ，プライベートチャネルエージェントに対するアクセス情報を入手するステップと、
該携帯電話が、該入手したアクセス情報に基づいて、プライベートチャネルエージェント
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に対してアクセスし、該コンテンツＩＤ，該携帯電話の電話番号を含む映像コンテンツ視
聴要求を送信するステップと、該プライベートチャネルエージェントが、該映像コンテン
ツ視聴要求を受信し、ＶＯＤシステムに対し、コンテンツ視聴準備要求をＩＰ網／回線を
介して送信するステップと、該ＶＯＤシステムが、該コンテンツ視聴準備要求を受信し、
該ＶＯＤシステムのＶＯＤサーバ名を含むコンテンツ視聴準備完了を該プライベートチャ
ネルエージェントに対して送信するステップと、該プライベートチャネルエージェントが
、該コンテンツ視聴準備完了を受信し、ＦＭ－ＤＢに対して、該携帯電話の電話番号を含
む問い合わせを送信するステップと、該ＦＭ－ＤＢが、該問い合わせを受信し、該電話番
号に対応する回線割り当てアドレスを取得し、該プライベートチャネルエージェントに対
して、該回線割り当てアドレスを送信するステップと、該プライベートチャネルエージェ
ントが、該回線割り当てアドレスを受信し、プライベートチャネル設定情報を作成し、該
プライベートチャネル設定情報を前記ＶＯＤシステム対して送信するステップと、該ＶＯ
Ｄシステムが、該プライベートチャネル設定情報を受信し、該プライベートチャネル設定
情報をプライベートチャネルと見做して設定し、該プライベートチャネルエージェントに
対して該プライベートチャネル設定完了を送信するステップと、該プライベートチャネル
エージェントが、該プライベートチャネル設定完了を受信し、該携帯電話に対して、映像
コンテンツ視聴準備完了通知を送信するステップと、を有する、ことを特徴とする。
【００４２】
　請求項４記載の発明は、ＩＰ網／回線を介してＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続する
ためのプライベートチャネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテン
ツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサ
ーバ接続情報解決ステップと、該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩ
Ｄを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め
設定されたＩＰ回線割り当てアドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯ
Ｄ受信機からのアクセスに対するユーザ認証を行うステップと、該プライベートチャネル
リゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報を送信するステップと、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応する
ＶＯＤサーバに接続するステップと、により前記ＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続し、
ストレージ装置に蓄積された映像コンテンツファイルに対応するコンテンツＩＤをＷＥＢ
ページに登録して、該映像コンテンツファイルを公開するコンテンツ公開方法であって、
第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、前記映像コンテンツファイルのファ
イル名，該ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置のｉＳＣＳＩ接続パラメータ及び第２ＩＰ回
線割り当てアドレスを含むコンテンツＩＤ発行要求を、第２ＩＰ網／回線を介して、ＣＩ
Ｄマネージャに対して送信するステップと、該ＣＩＤマネージャが、該コンテンツＩＤ発
行要求を受信し、該第２ＩＰ回線割り当てアドレスと該映像コンテンツファイルのファイ
ル名の組み合わせに基づいて、一意になるコンテンツＩＤを発行し、該ＣＩＤマネージャ
が、前記コンテンツＩＤ，前記のｉＳＣＳＩ接続パラメータ，前記の第２ＩＰ回線割り当
てアドレスの組み合わせを該ＣＩＤマネージャ自体に登録し、該コンテンツＩＤを前記第
１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末に対して送信するステップと、該第１ＩＰ
及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、該コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩ
Ｄを該ＷＥＢサーバのＷＥＢページに、第１ＩＰ網を介して登録するステップと、該ＷＥ
Ｂサーバが、該登録を受けて、コンテンツＩＤ登録完了を該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デ
ュアルスタック端末に対して送信するステップと、該ＷＥＢページに登録されたコンテン
ツＩＤが、閲覧端末から選択され、該ＶＯＤサーバが、該選択されたコンテンツＩＤに対
応するストレージ装置に対する接続要求を受信するステップと、該ＶＯＤサーバが、該Ｃ
ＩＤマネージャに対して、該コンテンツＩＤ及び第２ＩＰ回線割り当てアドレスに対応し
たｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置に係るｉＳＣＳＩ接続情報要求を送信するステップと
、該ＣＩＤマネージャが、該ｉＳＣＳＩ接続情報要求を受信し、該第２ＩＰ回線割り当て
アドレスを含むｉＳＣＳＩ接続情報を、該ＶＯＤサーバに対して送信するステップと、該
ＶＯＤサーバが、該ｉＳＣＳＩ接続情報を受信し、該ｉＳＣＳＩ接続情報に基づいて、該
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ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置に対し、ｉＳＣＳＩ接続要求を送信するステップを有す
ること、を特徴とする。
【００４３】
　請求項５記載の発明は、ＩＰ網／回線を介してＶＯＤ受信機をＶＯＤサーバに接続する
ためのプライベートチャネルリゾルバが、前記ＶＯＤ受信機によって送信されたコンテン
ツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに基づいてＶＯＤサーバ接続情報を解決するＶＯＤサ
ーバ接続情報解決ステップと、該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩ
Ｄを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め
設定されたＩＰ回線割り当てアドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯ
Ｄ受信機からのアクセスに対するユーザ認証を行うステップと、該プライベートチャネル
リゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して、該ＶＯＤサーバ接続情報を送信するステップと、
該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバ接続情報を受信し、該ＶＯＤサーバ接続情報に対応する
ＶＯＤサーバに接続するステップと、により前記ＶＯＤ受信機が接続されるＶＯＤサーバ
であって、映像コンテンツファイルを蓄積したｉＳＣＳＩストレージ装置に接続されたＶ
ＯＤサーバであって、前記ＶＯＤサーバは、受信した再生要求に応じて、前記ｉＳＣＳＩ
ストレージ装置に対してｉＳＣＳＩ接続を行い、該ｉＳＣＳＩストレージ装置から前記映
像コンテンツファイルを読み出し、該映像コンテンツファイルを所定のＶＯＤ受信機に配
信すること、を特徴とする。
【００４４】
　請求項６記載の発明は、請求項５記載の発明において、ＶＯＤサーバに仮想専用サーバ
が含まれることを特徴とする。
【００４５】
　請求項７記載の発明は、ＶＯＤ受信機からＩＰ網／回線を介してＶＯＤサーバに対して
接続するＶＯＤシステムであって、前記ＶＯＤ受信機が、コンテンツＩＤをプライベート
チャネルリゾルバに対して送信する手段と、該プライベートチャネルリゾルバが、該コン
テンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに対応した前記ＶＯＤサーバの名前を解決するＶ
ＯＤサーバ名解決手段と、該プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを
送信したＶＯＤ受信機のＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設定
されたＩＰ回線割り当てアドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受
信機からのアクセスに対するユーザ認証を行う手段と、該プライベートチャネルリゾルバ
が、該ＶＯＤ受信機に対して該ＶＯＤサーバの名前を送信する手段と、該ＶＯＤ受信機が
該ＶＯＤサーバの名前に対応するＶＯＤサーバに対して接続する手段と、前記ＶＯＤサー
バが、ＣＩＤマネージャに対して、前記コンテンツＩＤを含むｉＳＣＳＩ接続情報要求を
送信する手段と、該ＣＩＤマネージャが、該ｉＳＣＳＩ接続情報要求を受信し、該コンテ
ンツＩＤに対応するｉＳＣＳＩ接続情報を解決し、該ＩＳＣＳＩ接続情報を該ＶＯＤサー
バに対して送信する手段と、該ＶＯＤサーバが、該ｉＳＣＳＩ接続情報に基づいて、ｉＳ
ＣＳＩストレージ装置に接続する手段と、を有することを特徴とする。
【００４８】
　請求項８記載の発明は、ＩＰ網／回線を介してＶＯＤサーバに対して接続されるＶＯＤ
受信機が、コンテンツＩＤをプライベートチャネルリゾルバに対して送信する手段と、該
プライベートチャネルリゾルバが、該コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに対応
した前記ＶＯＤサーバの名前を解決するＶＯＤサーバ名解決手段と、プライベートチャネ
ルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ回線割り当てアドレ
スと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てアドレスのネットワーク
プリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対するユーザ認証を行う手
段と、該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して該ＶＯＤサーバの名
前を送信する手段と、該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバの名前に対応するＶＯＤサーバに
対して接続する手段と、を有するＶＯＤシステムから、ＶＯＤ受信機が映像コンテンツの
配信を受ける映像コンテンツ視聴システムであって、チケットサーバが、電子チケット発
券要求を受信し、該電子チケット発券要求に対応しコンテンツＩＤを含むコンテンツの視
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聴準備を前記ＶＯＤシステムに対して送信する手段と、ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰ
Ｗを受信し、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを含む第１電子チケットを発券し、該
第１電子チケットをＷＥＢサーバに対して送信する手段と、視聴準備完了を受信し、認証
サーバに対して、ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷ発行要求を送信する手段と、を有し
、該ＷＥＢサーバが、映像コンテンツ視聴要求を受信し、該映像コンテンツ視聴要求に対
応し該コンテンツＩＤを含む電子チケット発券要求をチケットサーバに対して送信する手
段と、該第１電子チケットを受信し、第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末に
対して、第１電子チケットを送信する手段と、を有し、該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュ
アルスタック端末が、該ＷＥＢサーバに対し第１ＩＰ網を介して、一意のコンテンツＩＤ
を含む該映像コンテンツ視聴要求を送信する手段と、該第１電子チケットを受信し、該第
１電子チケットに対し前記ＶＯＤ受信機が使用する回線に付与された第２ＩＰ回線割り当
てアドレスを含めて第２電子チケットを作成し、該第２電子チケットを該ＶＯＤシステム
に対して第２ＩＰ網／回線を介して、送信する手段と、を有し、該認証サーバが、該ワン
タイムＩＤ及びワンタイムＰＷ発行要求を受信し、ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを
生成し、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを該チケットサーバに対して送信する手段
と、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを受信し、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰ
Ｗに基づく認証を行い、認証完了をＶＯＤシステムに対して送信する手段と、を有し、該
ＶＯＤシステムが、該コンテンツ視聴準備要求を受信し、該ＶＯＤシステムの該ＶＯＤサ
ーバ名を含む視聴準備完了をチケットサーバに対して送信する手段と、該第２電子チケッ
トを受信し、該認証サーバに対して、該ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを含む認証要
求を送信する手段と、該認証完了を受信し、該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタッ
ク端末に対して、映像コンテンツ視聴準備完了通知を送信する手段と、を有する、ことを
特徴とする。
【００４９】
　請求項９記載の発明は、ＩＰ網／回線を介してＶＯＤサーバに対して接続されるＶＯＤ
受信機が、コンテンツＩＤをプライベートチャネルリゾルバに対して送信する手段と、該
プライベートチャネルリゾルバが、該コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに対応
した前記ＶＯＤサーバの名前を解決するＶＯＤサーバ名解決手段と、プライベートチャネ
ルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤを送信したＶＯＤ受信機のＩＰ回線割り当てアドレ
スと当該ＶＯＤ受信機について予め設定されたＩＰ回線割り当てアドレスのネットワーク
プリフィックスとを比較して、ＶＯＤ受信機からのアクセスに対するユーザ認証を行う手
段と、該プライベートチャネルリゾルバが、該ＶＯＤ受信機に対して該ＶＯＤサーバの名
前を送信する手段と、該ＶＯＤ受信機が該ＶＯＤサーバの名前に対応するＶＯＤサーバに
対して接続する手段と、を有するＶＯＤシステムから、ＶＯＤ受信機が映像コンテンツの
配信を受ける映像コンテンツ視聴システムであって、携帯電話が、所望の映像コンテンツ
のコンテンツＩＤ，プライベートチャネルエージェントに対するアクセス情報を入手する
手段と、該入手したアクセス情報に基づいて、プライベートチャネルエージェントに対し
てアクセスし、該コンテンツＩＤ，該携帯電話の電話番号を含む映像コンテンツ視聴要求
を送信する手段と、を有し、該プライベートチャネルエージェントが、該映像コンテンツ
視聴要求を受信し、前記ＶＯＤシステムに対し、コンテンツ視聴準備要求をＩＰ網／回線
を介して送信する手段と、コンテンツ視聴準備完了を受信し、ＦＭ－ＤＢに対して、該携
帯電話の電話番号を含む問い合わせを送信する手段と、回線割り当てアドレスを受信し、
プライベートチャネル設定情報を作成し、該プライベートチャネル設定情報をＶＯＤシス
テムに対して送信する手段と、プライベートチャネル設定完了を受信し、該携帯電話に対
して、映像コンテンツ視聴準備完了を送信する手段と、を有し、該ＶＯＤシステムが、該
コンテンツ視聴準備要求を受信し、該ＶＯＤシステムのＶＯＤサーバ名を含むコンテンツ
視聴準備完了を該プライベートチャネルエージェントに対して送信する手段と、該プライ
ベートチャネル設定情報を受信し、該プライベートチャネル設定情報をプライベートチャ
ネルと見做して設定し、該プライベートチャネルエージェントに対して該プライベートチ
ャネル設定完了を送信する手段と、を有し、該ＦＭ－ＤＢが、該問い合わせを受信し、該
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電話番号に対応する回線割り当てアドレスを取得し、該プライベートチャネルエージェン
トに対して、該回線割り当てアドレスを送信する手段と、を有する、ことを特徴とする。
【００５０】
　請求項１０記載の発明は、ストレージ装置に蓄積されたコンテンツファイルに対応する
コンテンツＩＤをＷＥＢページに登録して、該コンテンツファイルを公開し、ＩＰ網／回
線を介してＶＯＤサーバに対して接続されるＶＯＤ受信機が、コンテンツＩＤをプライベ
ートチャネルリゾルバに対して送信する手段と、該プライベートチャネルリゾルバが、該
コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤに対応した前記ＶＯＤサーバの名前を解決す
るＶＯＤサーバ名解決手段と、プライベートチャネルリゾルバが、前記のコンテンツＩＤ
を送信したＶＯＤ受信機のＩＰ回線割り当てアドレスと当該ＶＯＤ受信機について予め設
定されたＩＰ回線割り当てアドレスのネットワークプリフィックスとを比較して、ＶＯＤ
受信機からのアクセスに対するユーザ認証を行う手段と、該プライベートチャネルリゾル
バが、該ＶＯＤ受信機に対して該ＶＯＤサーバの名前を送信する手段と、該ＶＯＤ受信機
が該ＶＯＤサーバの名前に対応するＶＯＤサーバに対して接続する手段と、を有するＶＯ
Ｄシステムから、ＶＯＤ受信機が映像コンテンツの配信を受ける映像コンテンツ公開シス
テムであって、第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末が、前記ストレージ装置
に接続する手段と、前記コンテンツファイルのファイル名，ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ
装置のｉＳＣＳＩ接続パラメータ及び第２ＩＰ回線割り当てアドレスを含むコンテンツＩ
Ｄ発行要求を、第２ＩＰ網／回線を介して、ＣＩＤマネージャに対して送信する手段と、
前記コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤをＷＥＢサーバの前記ＷＥＢページに、
第１ＩＰ網を介して、登録する手段と、接続された該ストレージ装置を切り離す手段と、
を有し、該ＣＩＤマネージャが、該コンテンツＩＤ発行要求を受信し、該第２ＩＰ回線割
り当てアドレスと該コンテンツファイルのファイル名の組み合わせに基づいて、一意にな
るコンテンツＩＤを発行し、該コンテンツＩＤ，該ｉＳＣＳＩ接続パラメータ，前記の第
２ＩＰ回線割り当てアドレスの組み合わせを該ＣＩＤマネージャ自体に登録し、該コンテ
ンツＩＤを該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末に対して送信する手段と、
該ｉＳＣＳＩ接続情報要求を受信し、第２ＩＰ回線割り当てアドレスを含むｉＳＣＳＩ接
続情報を、該ＶＯＤサーバに対して送信する手段と、を有し、該ＷＥＢサーバが、該コン
テンツＩＤ登録を受けて、コンテンツＩＤ登録完了を該第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュア
ルスタック端末に対して送信する手段と、第１ＩＰ網上の閲覧端末を介して該ＷＥＢサー
バ上のＷＥＢページに対してアクセスされる手段と、を有し、該ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗ
ａｙ装置が、該ストレージ装置と接続する手段、を有し、該ＶＯＤサーバが、該コンテン
ツＩＤに対応するストレージ装置に係る接続要求を受信する手段と、該ＣＩＤマネージャ
に対して、該コンテンツＩＤ及び第２ＩＰ回線割り当てアドレスに対応したｉＳＣＳＩ　
ｇａｔｅｗａｙ装置に係るｉＳＣＳＩ接続情報要求を送信する手段と、該ｉＳＣＳＩ接続
情報を受信し、該ｉＳＣＳＩ接続情報に基づいて、該ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置に
対し、ｉＳＣＳＩ接続要求を送信する手段と、を有する、ことを特徴とする。
【００５１】
　前記の請求項１記載の発明によれば、コンテンツＩＤに基づいて、ＶＯＤサーバ接続情
報を取得できる。また、ＶＯＤ受信機が接続している第２ＩＰ回線割り当てアドレス（例
えば、ＩＰｖ６ネットワークプレフィックス）を検証できる。さらに、コンテンツＩＤに
対応するｉＳＣＳＩ接続情報を解決できる。
【００５４】
　前記の請求項２記載の発明によれば、第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末
（例えば、ＩＰｖ４／ＩＰｖ６デュアルスタック端末）によって、ＶＯＤシステムを使用
するための認証及び準備を行うことができる
　前記の請求項３記載の発明によれば、携帯電話によって、ＶＯＤシステムを使用するた
めの準備を行うことができる。
【００５５】
　前記の請求項４記載の発明によれば、コンテンツＩＤを取得し、ＷＥＢページに登録で
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きる。
【００５６】
　前記の請求項５記載の発明によれば、再生要求に応じて、ｉＳＣＳＩ接続を行い、ｉＳ
ＣＳＩストレージ装置から映像コンテンツファイルを読み出すことができる。
【００５７】
　前記の請求項６記載の発明によれば、ＶＯＤサーバを仮想専用サーバと見做すことがで
きる。
【００５８】
　前記の請求項７記載の発明によれば、コンテンツＩＤに基づいて、ＶＯＤサーバの名前
を取得できる。また、ＶＯＤ受信機が接続している回線の回線割り当てアドレスを検証で
きる。さらに、コンテンツＩＤに対応するｉＳＣＳＩ接続情報を解決できる。
【００６１】
　前記の請求項８記載の発明によれば、第１ＩＰ及び第２ＩＰ対応デュアルスタック端末
によって、ＶＯＤシステムを使用するための認証及び準備を行うことができる
　前記の請求項９記載の発明によれば、携帯電話によって、ＶＯＤシステムを使用するた
めの準備を行うことができる。
【００６２】
　前記の請求項１０記載の発明によれば、コンテンツＩＤを取得し、ＷＥＢページに登録
できる。
【発明の効果】
【００６３】
　以上示したように請求項１，７記載の発明によれば、コンテンツＩＤに基づいて、ＶＯ
Ｄサーバを振り分けることができる。また、ＶＯＤ受信機が接続している第２ＩＰ回線割
り当てアドレス（例えば、ＩＰｖ６ネットワークプレフィックス）を検証した結果を取得
できる。さらに、ＶＯＤサーバが、コンテンツＩＤに対応したｉＳＣＳＩストレージ装置
に接続できる。
【００６６】
　請求項２，３，８，９記載の発明によれば、ＶＯＤシステムを使用し、映像コンテンツ
を視聴できる。
【００６７】
　請求項４，１０記載の発明によれば、ストレージ装置に蓄積されたコンテンツファイル
をネットワーク上に公開することができる。
【００６８】
　請求項５記載の発明によれば、再生要求に応じて、映像コンテンツファイルを配信でき
る。
【００６９】
　請求項６記載の発明によれば、ＶＯＤサーバの管理を容易にできる。
【００７０】
　これらを以って映像配信分野に貢献することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７１】
　以下、本発明の実施の形態におけるＶＯＤ制御方法，映像コンテンツ視聴準備方法，映
像コンテンツ公開方法，ＶＯＤサーバ，ＶＯＤシステム，映像コンテンツ視聴システム，
映像コンテンツ公開システムを図面等に基づいて詳細に説明する。
【００７２】
　本実施の第１乃至４形態は、ＶＯＤ受信機が接続するサーバの情報をオンデマンドで取
得でき、ＶＯＤ受信機が接続されたＩＰ網／回線（例えば、ＩＰｖ６（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　６）／ＦＴＴＨ回線）を検証するサーバ（以後、
プライベートチャネルレゾルバと称する）によって、ＶＯＤ制御を行う。さらに、仮想化
サーバを採用したＶＯＤサーバによって、映像コンテンツを配信する。
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【００７３】
　本実施の第１乃至４形態における基本構成及び動作を以下に説明する。
【００７４】
　まず、ＶＯＤサービスユーザがＳＴＢによって所望のコンテンツを選択し、該ＳＴＢが
接続するサーバの情報（即ち、接続パラメータ；例えば、サーバ名，コンテンツ名）をオ
ンデマンドで（動的に）取得できるプライベートチャネルレゾルバをＦＴＴＨ回線で構成
されたＩＰｖ６網上に設置する。
【００７５】
　なお、前記ＩＰｖ６網はアドレス空間が膨大であることから、ＦＴＴＨ回線に固定アド
レスを付与することが可能である。さらに、ＩＰｖ６ネットワークプリフィックス（即ち
ＩＰｖ６アドレスを示す１２８ビットデータの上位６４ビット）を検証することによって
、ＳＴＢからのアクセスに対するユーザ認証を容易に行うことができる。即ち、前記のＩ
Ｐｖ６ネットワークプリフィックスは、ＩＰｖ６に基づく回線割り当てアドレスと見做す
ことができる。
【００７６】
　また、ＶＯＤサービスユーザによるプライベートチャネル設定方法の一例は、インター
ネット上のＷＥＢサイトを閲覧するインターネット端末（例えば、パーソナルコンピュー
タなど）をＩＰｖ４（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　４）／Ｉ
Ｐｖ６デュアルスタック化することで実現する。
【００７７】
　前記ＶＯＤサービスユーザが、デュアルスタック化されたインターネット端末によって
、インターネットをブラウジングする場合には、ＩＰｖ４スタックを介してインターネッ
トプロバイダに接続し、各種ＷＥＢページにアクセスすることになる。
【００７８】
　次に、前記ＳＴＢを介して視聴を所望する映像を含むＷＥＢページを発見した場合に、
該ページ上の所定の手続きを経て、電子チケットを受け取る。その受け取った電子チケッ
トは、自動的にデュアルスタック化したインターネット端末を介して、前記プライベート
チャネルレゾルバに渡される。
【００７９】
　なお、該電子チケット内には、視聴を所望する動画コンテンツを搭載したストレージ装
置の情報等が記載されており、該電子チケットがＶＯＤシステムのプライベートチャネル
と見做されて設定される。
【００８０】
　ＶＯＤサービスユーザによるプライベートチャネル設定方法の他例は、携帯電話の電話
番号と、ＩＰｖ６網のネットワークプリフィックスを１対１にマッピングしたデータベー
ス（以後、ＦＭ－ＤＢ（Ｆｉｘｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ－ＤａｔａＢａｓｅ）と称する）を構
築し設置することによって実現する。
【００８１】
　まず、前記データベースに電話番号を登録された携帯電話から所定のエージェントシス
テムにアクセスし、所望の動画コンテンツのＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）に基づいてプ
ライベートチャネルの設定を行う。なお、前記エージェントシステムに対するアクセスは
、例えば、アクセス情報を２次元バーコードに表現したものを記載した紙メディア（例え
ば、雑誌）などを利用できる。
【００８２】
　そして、前記ＶＯＤサービスユーザは、リモコン等を介して前記ＳＴＢ上でプライベー
トチャネルを選択すると、パーソナルコンピュータまたは携帯電話で選択した動画映像を
放送品質で視聴できる。
【００８３】
　なお、プライベートチャネルに基づいて視聴されるコンテンツファイルの総容量は、膨
大になることが見込まれるため、予め想定される大容量コンテンツを集中管理することは
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非現実的である。そのため、各コンテンツファイルに対する管理は、該管理をコンテンツ
提供者自身が行い、コンテンツを蓄積するストレージ装置をセンタサーバ側からオンデマ
ンドでｉＳＣＳＩプロトコルによって接続し収容する方式とする。
【００８４】
　また、プライベートチャネルによって同一コンテンツに対する同時アクセスを行う確率
は小さいと予想されるが、ｉＳＣＳＩプロトコルが比較的高いＣＰＵ負荷を発生させるた
め、各プライベートチャネルを提供するサーバ単位のリソースを固定的に分散することは
経済的に非効率である。
【００８５】
　そこで、経済効率に配慮したセンタサーバ構成を実現するために、ｉＳＣＳＩ技術と仮
想化サーバ技術を組み合わせた構成を採用することとする。前記の仮想サーバ技術の採用
によって、特定のプライベートチャネルに対するアクセスが集中しても、他のプライベー
トチャネルに対するアクセスが少なければ、アクセスが集中するサーバにリソースを振り
分けることができる。このように、ｉＳＣＳＩ技術と仮想化サーバ技術を組み合わせた構
成は経済効率の高いＶＯＤサーバ群を構成することができる。
【００８６】
　以上の構成に加えて、認証サーバ，データベースなどの組み合わせによって、本実施の
第１乃至４形態を基本的な構成とする。
【００８７】
　［本実施の第１形態］
　本実施の第１形態を図１乃至図２に基づいて以下に説明する。本実施の第１形態は、図
１中のＶＯＤ視聴者１８のＳＴＢ２を介した映像コンテンツ再生要求に応じて、ＶＯＤサ
ーバ４あるいは仮想専用サーバ採用ＶＯＤサーバ４Ａが、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ機能
を有するｉＳＣＳＩプライベートストレージ装置５にｉＳＣＳＩ接続し、該ＶＯＤ視聴者
１８に対して前記映像コンテンツを表示するＶＯＤシステムである。
【００８８】
　前記ＶＯＤ視聴者１８は、前記ＶＯＤサーバ４に対するアクセス情報を提供するサーバ
（即ち、プライベートチャネルレゾルバ）３を利用して、ＶＯＤサーバ４にアクセスする
。即ち、前記プライベートチャネルレゾルバ３のプライベートチャネル設定によって、前
記ＳＴＢ２に対する接続先ＶＯＤサーバを区別できる。
【００８９】
　さらに、前記ＶＯＤ視聴者１８は、図２中の番組配信サーバ１６から番組情報を取得で
きるものとする。
【００９０】
　前記ＶＯＤサーバ４は、ｉＳＣＳＩ技術による負荷特性のために、１サーバでＦＴＴＨ
回線／ｉＳＣＳＩ（ストレージ装置とも見做せる）１０３を１乃至数本しか収容できない
。このため、マスユーザを収容する目的に合わせて、ＶＯＤサーバの集合体によって構成
するものとする。
【００９１】
　なお、前記サーバ集合体は、例えば、経済性とトラヒック特性を考慮し、仮想専用サー
バ（例えば、ＶＰＳ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｐｒｉｖａｔｅ　Ｓｅｒｖｅｒ））によって構成
したサーバ（即ち、仮想専用サーバ採用ＶＯＤサーバ）４Ａである。
【００９２】
　さらに、設備の経済化を考慮し、ＶＯＤサーバ数はプライベートストレージ数より少な
いものとする。そのため、ｉＳＣＳＩプライベートストレージ装置５に対する接続は、コ
ンテンツアクセスによるオンデマンドとし、視聴終了後にｉＳＣＳＩ接続は自動タイムア
ウトする。ただし、アクセス頻度が高いプライベートストレージに対しては、前記の自動
タイムアウトを行わないように自動変更することもできることとする。
【００９３】
　本実施の第１形態における手順を図２に基づいて以下に説明する。
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【００９４】
　まず、図２中のＶＯＤ視聴者１８は、ＳＴＢ２の電源を入れ、該ＳＴＢ２を起動する（
Ｍ１０１）。
【００９５】
　次に、前記ＳＴＢ２が起動すると、自動的に（あるいは、前記ＶＯＤ視聴者１８が該Ｓ
ＴＢ２を操作して）、番組配信サーバ１６に対して、番組情報要求を送信する（Ｍ１０２
）。
【００９６】
　次に、前記番組配信サーバ１６は、番組情報を作成し、前記ＳＴＢ２に対して、該番組
情報を送信する（Ｍ１０３）。
【００９７】
　なお、前記の番組情報要求及び番組情報に係る通信では、例えば、ＨＴＴＰを使用する
ことが好ましい。
【００９８】
　次に、前記ＳＴＢ２は、前記番組情報を受信し、前記ＶＯＤ視聴者１８に対して、該番
組情報を表示する（Ｍ１０４）。
【００９９】
　次に、前記ＶＯＤ視聴者１８は、前記ＳＴＢ２を使って、前記番組情報を介して、プラ
イベートチャネルを選択する（Ｍ１０５）。
【０１００】
　次に、前記ＳＴＢ２は、前記プライベートチャネル選択に係る問い合わせをプライベー
トチャネルレゾルバ３に対して送信する（Ｍ１０６）。なお、前記問い合せには、コンテ
ンツＩＤが含まれる。
【０１０１】
　次に、前記プライベートチャネルレゾルバ３は、前記のプライベートチャネル選択に係
る問い合わせを受信し、該問い合せに対応する回答を作成し、該回答を前記ＳＴＢ２に対
して送信する（Ｍ１０７）。
【０１０２】
　なお、前記回答には、ＶＯＤサーバに接続するため情報（即ち、ＶＯＤサーバ接続情報
；例えば、ＶＯＤサーバ４の名前）が含まれているものとする。即ち、プライベートチャ
ネルの内容によって、接続先ＶＯＤサーバを区別できる。
【０１０３】
　また、プライベートチャネルレゾルバ３が、前記ＳＴＢ２に付与されたＩＰｖ６ネット
ワークアドレス中のＩＰｖ６ネットワークプレフィックスを取得し、該ＩＰｖ６ネットワ
ークプレフィックスと前記コンテンツＩＤの組み合わせに応じて、ＶＯＤサーバ４に接続
できる情報を割り当てても良い。
【０１０４】
　次に、前記ＳＴＢ２は、前記の回答を受信し、該回答中のＶＯＤサーバ接続情報に基づ
いて、接続要求を前記ＶＯＤサーバ４に対して送信する（Ｍ１０８）。
【０１０５】
　次に、前記ＶＯＤ４サーバは、前記接続要求に応じて、所定の操作（例えば、前記ｉＳ
ＣＳＩプライベートストレージ装置５に対するｉＳＣＳＩ接続）を行い、接続完了を前記
ＳＴＢ２に対して送信する（Ｍ１０９）。
【０１０６】
　次に、前記ＳＴＢ２は、コンテンツ要求（例えば、コンテンツＩＤを含むコンテンツ要
求）を前記ＶＯＤサーバ４に対して送信する（Ｍ１１０）。なお、前記コンテンツ要求に
係る通信には、ＲＴＳＰが使用されることが好ましい。
【０１０７】
　次に、前記ＶＯＤ４サーバとＳＴＢ２間で、能力ネゴシエーションを行う（Ｍ１１１）
。
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【０１０８】
　次に、前記ＶＯＤ４サーバは、前記ＳＴＢ２に対して、映像ストリーミングを送信する
（Ｍ１１２）。なお、前記映像ストリーミングに係る通信には、ＵＤＰもしくはＲＴＰが
使用されることが好ましい。
【０１０９】
　そして、前記ＳＴＢ２は、前記ＶＯＤ視聴者１８に対して、番組を表示する（Ｍ１１３
）。
【０１１０】
　［本実施の第２形態］
　本実施の第２形態を図３乃至図６に基づいて以下に説明する。本実施の第２形態は、宅
内端末を使用するサービス利用者が、サービス提供者のシステムを介して、コンテンツサ
ービスの電子チケットを取得し、そして、該サービス利用者が該サービス利用者のＳＴＢ
によってコンテンツホルダ（該サービス利用者以外のコンテンツホルダ）所有のコンテン
ツを視聴する映像コンテンツ視聴システムである。なお、本実施の第２形態は、サービス
提供者，サービス利用者，コンテンツホルダのシステムを含むものである。
【０１１１】
　前記サービス利用者のシステムは、図３中の符号１，２で示す装置を有している。
【０１１２】
　符号１で示す装置は、図３中のＦＴＴＨ回線（例えば、１００ＢＡＳＥＴＸコネクタ）
を介してインターネットプロバイダとインターネット接続を可能とし、該ＦＴＴＨ回線を
介してＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１（即ち、ＩＰｖ６網の固定アドレス付与されてい
るＦＴＴＨ回線）に対して接続できるＩＰｖ４／ＩＰｖ６デュアルスタックを実装し、Ｗ
ＥＢページにアクセス可能な宅内端末（例えば、パーソナルコンピュータ）である。
【０１１３】
　なお、前記ＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１は、固定ＩＰｖ６アドレスを採用し、ＩＰ
ｖ６アドレスの上位６４ビット（即ち、ＩＰｖ６ネットワークプレフィックス）は、ＦＴ
ＴＨ回線に対して１対１にマッピングされるものとする。即ち、ＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回
線は、ＩＰｖ６網内のＩＰｖ６ネットワークプレフィックスを付与されたＦＴＴＨ回線で
ある。
【０１１４】
　符号２で示す装置は、ＦＴＴＨ回線を介してＩＰｖ６網上（即ち、ＩＰｖ６網／ＦＴＴ
Ｈ回線１０１上）のＶＯＤサーバ４に接続できるＳＴＢ（ＩＰｖ６固定アドレスを付与さ
れたＳＴＢ）である。
【０１１５】
　前記サービス提供者のシステムは、図３中の符号３，４，６～９で示す装置を有する。
【０１１６】
　符号８で示す装置は、ＢＬＯＧなどのＷＥＢベースサービスを提供するＷＥＢサーバで
ある。
【０１１７】
　符号９で示す装置は、宅内端末１に対して、ＳＴＢ２に対するプライベートチャネル設
定に係るパラメータを付与するサーバ（以後、チケットサーバと称する）である。
【０１１８】
　符号４で示す装置は、ＶＯＤサービスを提供するサーバ（以後、ＶＯＤサーバと称する
）である。なお、前記ＶＯＤサーバ４は、ｉＳＣＳＩ技術による負荷特性に対応する必要
があるため、前記ＶＯＤサーバ４の代わりに図１中の仮想専用サーバ採用ＶＯＤサーバ４
Ａでも良い。
【０１１９】
　符号３で示す装置は、前記ＶＯＤサーバ（即ち、ＳＴＢ２がプライベートチャネルを介
してアクセスするＶＯＤサーバ）４に対するアクセス情報を提供するサーバ（以後、プラ
イベートチャネルレゾルバと称する）である。
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【０１２０】
　符号７で示す装置は、プライベートチャネルレゾルバ３に対する接続可否を制御するた
めの認証情報を扱うサーバ（以後、認証サーバと称する）である。なお、前記認証サーバ
は、ＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１からもアクセス可能とする。
【０１２１】
　符号６で示す装置は、プライベートコンテンツと、該コンテンツを蓄積したストレージ
装置の所在（例えば、ＦＴＴＨ回線）情報のマッピング情報を管理する装置（以後、ＣＩ
Ｄ（Ｃｏｎｔｅｎｔｓ　ＩＤ）マネージャと称する）６である。
【０１２２】
　前記のコンテンツホルダのシステムは、符号５で示す装置を有している。
【０１２３】
　符号５は、コンテンツを格納するストレージ装置（以後、ｉＳＣＳＩプライベートスト
レージ装置と称する；ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ機能を有するストレージ装置）である。
前記ｉＳＣＳＩプライベートストレージ装置５は、ＦＴＴＨ回線を介してＩＰｖ６網／Ｆ
ＴＴＨ回線１０１に接続することができる。なお、前記の接続には、プライベートストレ
ージ装置に接続されるｉＳＣＳＩ終端機能（例えば、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置）を
用いることとする。また、前記ｉＳＣＳＩ終端装置とストレージ装置間の接続は汎用イン
タフェース（例えば、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａ
ｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）１９３４，ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ），ＳＣＳＩ）を採用する。
【０１２４】
　本実施の第２形態における手順を以下に説明する。
【０１２５】
　まず、サービス利用者は図３中のＷＥＢサーバ８内の所定コンテンツ（即ち、一意のコ
ンテンツＩＤを有するコンテンツ）に対して、前記宅内端末１を介して、ＶＯＤサーバ４
が提供する高画質視聴を要求する（即ち、映像コンテンツ視聴要求を、ＩＰｖ４網を介し
て送信する）（Ｍ２０１）。なお、前記の映像コンテンツ視聴要求は、例えば、前記コン
テンツの所定箇所をマウスでクリックするか、２次元バーコード読み取りによって行われ
るものとする。
【０１２６】
　次に、前記のＷＥＢサーバ８は、前記映像コンテンツ視聴要求を受信し、選択されたコ
ンテンツを視聴するために、電子チケット発券要求をチケットサーバ９に対して送信する
（Ｍ２０２）。なお、前記電子チケット発券要求は、図４中のコンテンツＩＤ　ｄ１を含
むものとする。
【０１２７】
　次に、前記チケットサーバ９は、前記電子チケット発券要求を受信し、プライベートス
トレージ接続要求（即ち、映像コンテンツ視聴準備要求）をＶＯＤサーバ（選択されたコ
ンテンツが搭載されたＶＯＤサーバ）４に対して送信する（Ｍ２０３）。
【０１２８】
　なお、前記接続要求は、図４中のコンテンツＩＤ　ｄ１を含むものとする。また、前記
のチケットサーバ９とＶＯＤサーバ４間では、ＩＰのバージョンが異なるため、該チケッ
トサーバ９がＩＰｖ４／ＩＰｖ６デュアルスタック機能を有するか、該チケットサーバ９
とＶＯＤサーバ４間にトランスレータが設置されていること、とする。
【０１２９】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、前記のプライベートストレージ接続要求を受信し、ＣＩ
Ｄマネージャ６に対して、選択されたコンテンツを搭載したプライベートストレージに対
するｉＳＣＳＩ接続パラメータ要求を送信する（Ｍ２０４）。なお、前記のｉＳＣＳＩ接
続パラメータ要求は、図４中のコンテンツＩＤ　ｄ１を含むものとする。
【０１３０】
　次に、前記ＣＩＤマネージャ６は、前記ｉＳＣＳＩ接続パラメータ要求を受信し、提示
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された図４中のコンテンツＩＤ　ｄ１に基づくｉＳＣＳＩ接続パラメータＤ１を前記ＶＯ
Ｄサーバ４に対して送信する（Ｍ２０５，図４中の符号ＯＰ１）。
【０１３１】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、受信した図４中のｉＳＣＳＩ接続パラメータＤ１に基づ
き、前記ｉＳＣＳＩプライベートストレージ装置５に対して、ｉＳＣＳＩ接続要求を送信
する（Ｍ２０６）。
【０１３２】
　次に、前記ｉＳＣＳＩプライベートストレージ装置５は、受信したｉＳＣＳＩ接続要求
に対する所定の処理（例えば、選択されたコンテンツに対するアクセス準備やディスクマ
ウント処理）を行い、前記ＶＯＤサーバ４に対してｉＳＣＳＩ接続完了を送信する（Ｍ２
０７）。
【０１３３】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、前記ｉＳＣＳＩ接続完了を受信し、選択されたコンテン
ツの視聴準備完了をチケットサーバ９に対して送信する（Ｍ２０８）。なお、前記視聴準
備完了は、ＶＯＤサーバ４のＶＯＤサーバ名（即ち、図５中のＶＯＤサーバ名ｄ２）を含
む。
【０１３４】
　次に、前記チケットサーバ９は、前記視聴準備完了を受信し、認証サーバ７に対して、
ワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷ（Ｐａｓｓｗｏｒｄ）発行要求を送信する（Ｍ２０９
）。
【０１３５】
　次に、前記認証サーバ７は、前記のワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷ発行要求を受信
し、図５中のワンタイムＩＤ　ｄ３及びワンタイムＰＷ　ｄ４を生成し、該ワンタイムＩ
Ｄ　ｄ３及びワンタイムＰＷ　ｄ４をチケットサーバ９に対して送信する（Ｍ２１０）。
【０１３６】
　次に、前記チケットサーバ９は、前記のワンタイムＩＤ及びワンタイムＰＷを受信し、
前記ワンタイムＩＤ　ｄ３及びワンタイムＰＷ　ｄ４を含む電子チケットＤ２を発券し、
該電子チケットＤ２をＷＥＢサーバ８に対して送信する（Ｍ２１１，図５中の符号ＯＰ２
）。
【０１３７】
　次に、前記ＷＥＢサーバ８は、前記の電子チケットＤ２を受信し、前記宅内端末（即ち
、発券要求元端末）１に対して、電子チケットＤ２を送信する（Ｍ２１２，図５中の符号
ＯＰ２）。
【０１３８】
　次に、前記宅内端末１は、前記電子チケットＤ２を受信し、ＩＰｖ６スタックを介して
、前記プライベートチャネルレゾルバ３に対して前記電子チケットＤ３を送信する（Ｍ２
１３及び図６中の符号ＩＰ１）。なお、前記電子チケットＤ３は、ＳＴＢ２が使用するＦ
ＴＴＨ回線に付与されたＩＰｖ６ネットワークプレフィックス（即ち、図６中の符号ｄ５
）を含む。
【０１３９】
　次に、前記プライベートチャネルレゾルバ３は、前記電子チケットＤ３を受信し、認証
サーバ７に対して、ワンタイムＩＤ　ｄ３及びワンタイムＰＷ　ｄ４を含む認証要求を送
信する（Ｍ２１４）。
【０１４０】
　なお、前記の認証は、ＩＰｖ６ネットワークプレフィックス（即ち、ＳＴＢ２が接続さ
れたＦＴＴＨ回線）とコンテンツＩＤの組み合わせに対する認証とも見做すこともできる
。また、前記認証サーバ７とプライベートチャネルレゾルバ３間では、ＩＰのバージョン
が異なるため、該認証サーバ７がＩＰｖ４／ＩＰｖ６デュアルスタック機能を有するか、
認証サーバ７とプライベートチャネルレゾルバ３間にトランスレータが設置されているこ
と、とする。
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【０１４１】
　次に、前記の認証サーバ７は、前記ワンタイムＩＤ　ｄ３及びワンタイムＰＷ　ｄ４に
基づく認証を行い、認証完了を前記プライベートチャネルレゾルバ３に対して送信する（
Ｍ２１５）。
【０１４２】
　次に、前記プライベートチャネルレゾルバ３は、前記の認証完了を受信し、前記宅内端
末１に対して、プライベートチャネル設定完了通知（即ち、映像コンテンツ視聴準備完了
通知）を送信する（Ｍ２１６）。
【０１４３】
　なお、前記電子チケットＤ３中に含まれる前記コンテンツＩＤを電子通信（例えば、Ｉ
Ｐｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１を介するＩＰ通信）または前記サービス利用者の手入力に
よってＳＴＢ２に通知するものとする。
【０１４４】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４に接続できるＳＴＢ２を用いて、プライベートチャネルを選
択し、プライベートチャネルレゾルバ３に対して、前記のＷＥＢサーバ８上で指定したコ
ンテンツの視聴要求（前記コンテンツＩＤを含む視聴要求）を送信する（Ｍ２１７）。な
お、前記視聴要求は、前記コンテンツＩＤを含むものとする。
【０１４５】
　次に、前記プライベートチャネルレゾルバ３は、前記ＳＴＢ２からの接続によって得ら
れるＳＴＢ２のＩＰｖ６アドレス中のＩＰｖ６ネットワークプリフィックスを前記電子チ
ケットＤ３中のＩＰｖ６ネットワークプリフィックスに基づいて検証する。前記検証が成
功した場合に、前記プライベートチャネルレゾルバ３は、ＶＯＤサーバに対する接続パラ
メータ（例えば、ＶＯＤサーバ名，コンテンツＩＤ）を前記ＳＴＢ２に対して送信する（
Ｍ２１８）。なお、前記の接続パラメータは、前記プライベートチャネルレゾルバ３に登
録済みの電子チケット（即ち、プライベートチャネルと見做して設定された電子チケット
）Ｄ３に含まれる。
【０１４６】
　次に、前記ＳＴＢ２は、前記プライベートチャネルレゾルバ３から受け取った接続パラ
メータに基づいて、前記ＶＯＤサーバ４に対して接続要求を送信する（Ｍ２１９）。
【０１４７】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、前記ＳＴＢ２に対して接続完了を送信する（Ｍ２２０）
。
【０１４８】
　そして、サービス利用者は、前記ＳＴＢ２を介して、所望の視聴を開始する。
【０１４９】
　［本実施の第３形態］
　本実施の第３形態を図７乃至図８に基づいて以下に説明する。本実施の第３形態は、携
帯電話を使用するサービス利用者が、サービス提供者のシステムを介して、コンテンツサ
ービスの電子チケットを取得し、そして、該サービス利用者が該サービス利用者のＳＴＢ
によってコンテンツホルダ（該サービス利用者以外のコンテンツホルダ）所有のコンテン
ツを視聴する映像コンテンツ視聴システムである。なお、本実施の第３形態は、サービス
提供者，サービス利用者，コンテンツホルダのシステムを含むものである。
【０１５０】
　前記サービス利用者のシステムは、図７中の符号２，１０で示す装置を有している。
【０１５１】
　なお、図７中のＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１は、固定ＩＰｖ６アドレスを採用し、
ＩＰｖ６アドレスの上位６４ビット（即ち、ＩＰｖ６ネットワークプレフィックス）は、
ＦＴＴＨ回線に対して１対１にマッピングされるものとする。
【０１５２】
　符号１０で示す装置は、携帯電話である。前記携帯電話１０を用いて、携帯電話網１０
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２を介し、操作を行うこととする。なお、好ましくは、前記携帯電話１０が２次元バーコ
ードリーダ機能を備えていると良い。
【０１５３】
　符号２で示す装置は、図３中の同符号で示すものと同じものであるため、詳細な説明は
省略する。
【０１５４】
　前記のサービス提供者のシステムは、図７中の符号３，４，６，１２，１３で示す装置
を有している。なお、符号３，４，６で示す装置は、図３中の同符号で示すものと同じで
あるため、詳細な説明は省略する。
【０１５５】
　符号１２で示す装置は、携帯電話から送信されたコンテンツ視聴準備要求に応じて、前
記ＦＭ－ＤＢ，ＶＯＤサーバ，プライベートチャネルリゾルバにアクセス、コンテンツ視
聴準備を行うエージェント（以後、プライベートチャネルエージェントと称する）である
。
【０１５６】
　符号１３で示す装置は、ＩＰｖ６ネットワークプレフィックスと携帯電話番号のマッピ
ング情報を管理するデータベース（以後、ＦＭ－ＤＢ（Ｆｉｘｅｄ－Ｍｏｂｉｌｅ　Ｄａ
ｔａｂａｓｅ）と称する）である。
【０１５７】
　前記コンテンツホルダのシステムは、図３と同じ構成とする。
【０１５８】
　本実施の第３形態における手順を以下に説明する。
【０１５９】
　まず、図７中の携帯電話１０は、各種メディア（例えば、ＷＥＢページ，ｉ－ｍｏｄｅ
（登録商標），雑誌）１１から所望の動画コンテンツのコンテンツＩＤ，プライベートチ
ャネル設定を行うプライベートチャネルエージェント１２に対するアクセス情報（例えば
、電話番号，ＵＲＬ）を入手する（Ｍ３０１）。
【０１６０】
　なお、前記のアクセス情報の形式（あるいは、フォーマット）は、例えば、英数字文字
列，２次元バーコードのような情報とする。
【０１６１】
　次に、前記の入手した情報に基づいて、プライベートチャネルエージェント１２に対し
携帯電話網１０２を介してアクセスし、映像コンテンツ視聴要求（即ち、前記コンテンツ
ＩＤ，前記携帯電話１０の電話番号を含むパラメータ）を投入する（Ｍ３０２）。
【０１６２】
　次に、前記プライベートチャネルエージェント１２は、前記パラメータを受信し、ＩＰ
ｖ６網／ＦＴＴＨ回線を介して、プライベートストレージ接続要求（即ち、コンテンツ視
聴準備要求）をＶＯＤサーバ（選択されたコンテンツが搭載されたＶＯＤサーバ）４に対
して送信する（Ｍ３０３）。
【０１６３】
　次に、図７中の符号Ｍ３０４乃至Ｍ３０７における手順は、図３中の符号Ｍ２０４乃至
Ｍ２０７における手順と同じものを行う。
【０１６４】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、選択されたコンテンツ視聴準備完了（即ち、プライベー
トストレージ接続完了）を前記プライベートチャネルエージェント１２に対して送信する
（Ｍ３０８）。なお、前記視聴準備完了は、ＶＯＤサーバ４のＶＯＤサーバ名（即ち、図
８中のＶＯＤサーバ名ｄ２）を含む。
【０１６５】
　次に、前記プライベートチャネルエージェント１２は、前記コンテンツ視聴準備完了を
受信し、前記ＦＭ－ＤＢ１３に対して、問い合わせ（携帯電話１０の電話番号を含む問い
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合せ）を送信する（Ｍ３０９）。なお、図８中では、携帯電話１０がアクセス元である。
【０１６６】
　次に、前記ＦＭ－ＤＢ１３は、前記問い合わせを受信し、前記の電話番号に対応するＩ
Ｐｖ６ネットワークプリフィックス（例えば、図８中のＩＰｖ６ネットワークプリフィッ
クスｄ５；即ち、ＳＴＢ２が使用するＦＴＴＨ回線に付与されたＩＰｖ６ネットワークプ
レフィックス）を取得し、前記プライベートチャネルエージェント１２に対して、該ＩＰ
ｖ６ネットワークプリフィックスを送信する（Ｍ３１０）。
【０１６７】
　次に、前記プライベートチャネルエージェント１２は、前記ＩＰｖ６ネットワークプリ
フィックスを受信し、図８中のプライベートチャネル設定情報Ｄ４を作成し、該プライベ
ートチャネル設定情報Ｄ４を図７中のプライベートチャネルレゾルバ３に対して送信する
（Ｍ３１１，図８中の符号ＩＰ２）。
【０１６８】
　次に、前記プライベートチャネルレゾルバ３は、前記プライベートチャネル設定情報Ｄ
４を受信し、該プライベートチャネル設定情報Ｄ４を電子チケット（即ち、プライベート
チャネル）と見做して設定し、前記プライベートチャネルエージェント１２に対して該プ
ライベートチャネル設定完了を送信する（Ｍ３１２）。
【０１６９】
　次に、前記プライベートチャネルエージェント１２は、前記プライベートチャネル設定
完了を受信し、前記の携帯電話１０に対して、前記プライベートチャネル設定完了（即ち
、映像コンテンツ視聴準備完了）を送信する（Ｍ３１３）。
【０１７０】
　なお、携帯電話１０によって入手した前記コンテンツＩＤは、電子通信（例えば、該携
帯電話１０及びＳＴＢ２に備えられた赤外線通信）または前記サービス利用者の手入力に
よってＳＴＢ２に通知されるものとする。
【０１７１】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４に接続できるＳＴＢ２を用いて、プライベートチャネルを選
択し、プライベートチャネルレゾルバ３に対して、コンテンツの視聴要求を送信する（Ｍ
３１４）。なお、前記視聴要求は、前記コンテンツＩＤを含むものとする。
【０１７２】
　次に、前記プライベートチャネルレゾルバ３は、前記ＳＴＢ２からの接続によって得ら
れるＳＴＢ２のＩＰｖ６アドレス中のＩＰｖ６ネットワークプリフィックスを前記プライ
ベートチャネル設定情報（即ち、電子チケット）Ｄ４中のＩＰｖ６ネットワークプリフィ
ックスに基づいて検証する。前記検証が成功した場合に、前記プライベートチャネルレゾ
ルバ３は、ＶＯＤサーバに対する接続パラメータ（例えば、ＶＯＤサーバ名，コンテンツ
ＩＤ）を前記ＳＴＢ２に対して送信する（Ｍ３１５）。なお、前記の接続パラメータは、
前記プライベートチャネルレゾルバ３に登録済みの電子チケット（即ち、プライベートチ
ャネル設定情報）Ｄ４に含まれる。
【０１７３】
　次に、前記ＳＴＢ２は、前記プライベートチャネルレゾルバ３から受け取った接続パラ
メータに基づいて、前記ＶＯＤサーバ４に対して接続要求を送信する（Ｍ３１６）。
【０１７４】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、前記の接続要求を受信し、前記ＳＴＢ２に対して接続完
了を送信する（Ｍ３１７）。
【０１７５】
　そして、サービス利用者は、前記ＳＴＢ２を介して、所望の視聴を開始する。
【０１７６】
　［本実施の第４形態］
　本実施の第４形態を図９に基づいて以下に説明する。本実施の第４形態は、映像コンテ
ンツ管理者（或いは、所有者）が、映像コンテンツを搭載したプライベートストレージを
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所有し、該映像コンテンツを公開する映像コンテンツ公開システムである。なお、本実施
の第４形態は、映像コンテンツ公開管理サービス利用者，映像コンテンツ公開管理サービ
ス提供者のシステムを含むものである。
【０１７７】
　なお、前記映像コンテンツ公開管理サービス利用者のシステムは、図９中のＦＴＴＨ回
線（例えば、１００ＢＡＳＥＴＸコネクタ）を介してインターネットプロバイダとインタ
ーネット接続を可能とし、該インターネット上のＡＳＰ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｄｅｒ）事業者等の提供するＢＬＯＧサービスまたはＷＥＢホー
ムページサービス（例えば、図９中のＷＥＢサーバ８によるサービス）を利用できるもの
とする。
【０１７８】
　前記映像コンテンツ公開管理サービス利用者のシステムは、符号１，５，１４で示す装
置を有している。
【０１７９】
　符号１で示す装置は、前記ＦＴＴＨ回線を介して、ＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１（
即ち、ＦＴＴＨ回線に固定アドレス付与されている網）に対して接続可能とするＩＰｖ４
／ＩＰｖ６デュアルスタックを実装し、ＷＥＢページ（または、ＢＬＯＧページ）にアク
セス可能な宅内端末（即ち、映像コンテンツ登録用端末）である。
【０１８０】
　なお、前記の宅内端末１は、例えば、インターネットブラウザを搭載したパーソナルコ
ンピュータである。また、前記ＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１は、固定ＩＰｖ６アドレ
スを採用し、ＩＰｖ６アドレスの上位６４ビット（即ち、ＩＰｖ６ネットワークプレフィ
ックス）は、ＦＴＴＨ回線に対して１対１でマッピングされるものとする。
【０１８１】
　符号５’で示す装置は、大容量のストレージ装置（以後、プライベートストレージ装置
と称する；ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ機能を持たないストレージ装置）である。前記プラ
イベートストレージ装置５’は、前記宅内端末１と接続されており、該宅内端末１から映
像コンテンツファイル１５に対してアクセスできる。なお、前記プライベートストレージ
装置５’は、前記映像コンテンツ公開管理サービス利用者が公開する大容量の映像コンテ
ンツファイル１５を蓄積可能である。
【０１８２】
　符号１４で示す装置は、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ機能を有し、かつ、前記プライベー
トストレージ装置５’と接続可能な装置（以後、ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置と称す
る）である。
【０１８３】
　前記の映像コンテンツ公開管理サービス提供者のシステムは、図３及び図７に示される
ようなＶＯＤサーバ４，ＣＩＤマネージャ６を有する。
【０１８４】
　前記ＶＯＤサーバ４は、前記ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４がＩＰｖ６網／ＦＴ
ＴＨ回線１０１を介して接続可能なサーバである。なお、前記ＶＯＤサーバ４は、ｉＳＣ
ＳＩ技術による負荷特性に対応する必要があるため、前記ＶＯＤサーバ４の代わりに図１
中の仮想専用サーバ採用ＶＯＤサーバ４Ａでも良い。
【０１８５】
　そして、前記ＶＯＤサーバ４のｉＳＣＳＩ接続完了後に、ＶＯＤサーバ４によって公開
される映像コンテンツが、アクセスされることになる。
【０１８６】
　また、前記ＣＩＤマネージャ６は、前記宅内端末１がＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１
を介してアクセス可能な装置として、ＩＰｖ６網上に設置されている。
【０１８７】
　本実施の第４形態における手順を以下に説明する。
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【０１８８】
　まず、図９中の宅内端末１にプライベートストレージ装置５’を接続し、該宅内端末１
の外付けハードディスクとしてアクセス可能な状態にする（Ｍ４０１）。なお、前記プラ
イベートストレージ装置５’のファイルシステムは、ＶＯＤサーバ４のファイルシステム
と共通のものとする。また、映像コンテンツのファイル形式は、ＶＯＤサーバ４がサポー
トするファイル形式（例えば、ＭＰＥＧ－２形式）と同じものとする。
【０１８９】
　次に、前記映像コンテンツ公開管理サービス利用者は、前記宅内端末１を使って、前記
ＷＥＢサーバ８に対してログインし、該映像コンテンツ公開管理サービス利用者自身のＢ
ＬＯＧページを更新する（Ｍ４０２）。なお、前記ＷＥＢサーバ８はＡＳＰ事業者が提供
するＢＬＯＧサーバである。
【０１９０】
　次に、前記映像コンテンツ公開管理サービス利用者は、プライベートストレージ装置５
’に蓄積された映像コンテンツ（即ち、映像コンテンツファイル１５）を自らのＢＬＯＧ
ページに登録するために、該映像コンテンツファイル１５を一意に識別するためのコンテ
ンツＩＤ発行要求を、前記宅内端末１を介しＣＩＤマネージャ６に対して送信する（Ｍ４
０３）。
【０１９１】
　なお、前記コンテンツＩＤ発行要求は、前記映像コンテンツファイル１５を一意に識別
するファイル名，ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４のｉＳＣＳＩ接続パラメータ及び
ＩＰｖ６ネットワークプレフィックスを含むものとする。
【０１９２】
　次に、前記ＣＩＤマネージャ６は、前記コンテンツＩＤ発行要求を受信し、前記のＩＰ
ｖ６ネットワークプレフィックスと前記映像コンテンツファイル１５のファイル名の組み
合わせに基づいて、一意となるコンテンツＩＤを発行し、該コンテンツＩＤを前記宅内端
末１に対して送信する（Ｍ４０４）。
【０１９３】
　なお、前記ＣＩＤマネージャ６は、前記コンテンツＩＤ，前記のｉＳＣＳＩ接続パラメ
ータ，前記のＩＰｖ６ネットワークプレフィックスの組み合わせを該ＣＩＤマネージャ６
自体に登録する。また、前記の登録されるコンテンツＩＤは、ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａ
ｙ装置１４のＩＰｖ６ネットワークプレフィックスと、前記映像コンテンツファイル１５
のファイル名と、を文字列化したものでも良い。
【０１９４】
　次に、前記宅内端末１は、前記コンテンツＩＤを受信し、該コンテンツＩＤをＷＥＢサ
ーバ８のＢＬＯＧページに、ＩＰｖ４網１００を介して、登録する（Ｍ４０５）。なお、
前記宅内端末１は、前記コンテンツＩＤに対応する２次元バーコードを生成し、前記ＢＬ
ＯＧページに登録することが望ましい。例えば、画像をＢＬＯＧページに貼り付けるよう
に該２次元バーコードを貼り付ける（登録する）。
【０１９５】
　次に、前記ＷＥＢサーバ８は、前記の登録を受けて、コンテンツＩＤ登録完了を宅内端
末１に対して送信する（Ｍ４０６）。
【０１９６】
　次に、前記映像コンテンツ公開管理サービス利用者は、プライベートストレージ装置５
’を公開するために、前記宅内端末１と該プライベートストレージ装置５’間の接続を切
り離す（Ｍ４０７）。なお、前記の切り離しは、物理的な切り離し操作（例えば、プライ
ベートストレージ装置５’の接続プラグを宅内端末１から外す操作）も含む。
【０１９７】
　次に、前記映像コンテンツ公開管理サービス利用者は、プライベートストレージ装置５
’を公開するために、前記ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４と該プライベートストレ
ージ装置５’間を接続する（Ｍ４０８）。なお、前記の接続は物理的な接続操作（例えば
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、プライベートストレージ装置５’の接続プラグをｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４
に差し込む操作）も含む。
【０１９８】
　なお、符号Ｍ４０７の切り離しと符号Ｍ４０８の接続操作は、ＩＥＥＥ１３９４　ｓｔ
ｏｒａｇｅに見られるように、登録時におけるプライベートストレージ装置５’に係る接
続と、公開時におけるプライベートストレージ装置５’に係る接続と、を切り替えて使用
するためである。
【０１９９】
　また、前記の宅内端末１とプライベートストレージ装置５’間，プライベートストレー
ジ装置５’とｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４間がそれぞれ物理的に接続されたまま
で（即ち、前記の物理的な切り替え操作を含まないように）、該宅内端末１から該宅内端
末１と該プライベートストレージ装置５’間の接続を論理的（電子的）に切り離し（例え
ば、宅内端末１に組み込まれたプライベートストレージ装置１４のドライバソフトウェア
を非活性化する）、該宅内端末１からｉＳＣＳＩプロトコルを介して該ｉＳＣＳＩ　ｇａ
ｔｅｗａｙ装置１４に接続し、該ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４を用いて、該プラ
イベートストレージ装置５’とｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４間を論理的（電子的
）に接続する（例えば、ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４に組み込まれたプライベー
トストレージ装置５’のドライバソフトウェアを活性化する）方法もある。
【０２００】
　次に、前記映像コンテンツ公開管理サービス利用者は、前記ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａ
ｙ装置１４の電源を投入し、映像コンテンツの公開準備を完了する（Ｍ４０９）。
【０２０１】
　次に、閲覧者から前記ＷＥＢサーバ８上の前記ＢＬＯＧに対して、ＩＰｖ４網１００上
の閲覧端末を介してアクセスがあったものとする（Ｍ４１０）。
【０２０２】
　次に、前記ＢＬＯＧに登録されたコンテンツＩＤが前記閲覧端末から選択され、該選択
されたコンテンツＩＤに対応するプライベートストレージ装置５’に対する接続要求が、
前記ＶＯＤサーバ４に対して送信されたものとする（Ｍ４１１）。
【０２０３】
　なお、前記接続要求は、例えば、前記ＷＥＢサーバ８からトランスレータを介してＶＯ
Ｄサーバ４に対して送信されても良いし、ＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線１０１上の閲覧端末
からＶＯＤサーバ４に対して、直接送信されても良い。また、前記接続要求は、ＷＥＢサ
ーバの機能とＶＯＤサーバの機能を合わせ持ち、かつ、デュアルスタック化されたサーバ
内で処理されても良い。
【０２０４】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、前記ＣＩＤマネージャ６に対して、前記コンテンツＩＤ
に対応するｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４に係るｉＳＣＳＩ接続情報要求を送信す
る（Ｍ４１２）。
【０２０５】
　なお、前記ＶＯＤサーバ４が提供するサービスにおいて、該サービスに使用されるｉＳ
ＣＳＩ接続がｉＳＣＳＩ認証無し、かつ、イニシエータ名無視に設定された場合に、ＩＰ
ｖ６アドレスを構成する下位６４ビットは、特定の固定値とする。
【０２０６】
　次に、前記ＣＩＤマネージャ６は、前記ｉＳＣＳＩ接続情報要求を受信し、前記ＶＯＤ
サーバ４に対してｉＳＣＳＩ接続情報を送信する（Ｍ４１３）。
【０２０７】
　なお、前記ｉＳＣＳＩ接続情報は、ＩＰｖ６ネットワークプレフィックスを含むことを
必須とする。
【０２０８】
　次に、前記ＶＯＤサーバ４は、前記ｉＳＣＳＩ接続情報を受信し、前記ｉＳＣＳＩ接続
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情報に基づいて、前記ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４に対し、ｉＳＣＳＩ接続要求
を送信する（Ｍ４１４）。
【０２０９】
　次に、前記ｉＳＣＳＩ　ｇａｔｅｗａｙ装置１４は、前記ｉＳＣＳＩ接続要求を受信し
、プライベートストレージ装置５’を前記サービス固定のマウントポイントにマウントす
る。
【０２１０】
　そして、前記閲覧端末を操作する閲覧者に対する前記映像コンテンツファイル１５の公
開視聴準備を完了する。
【０２１１】
　以上示したように、本実施の第１乃至第４形態によれば、インターネットホームページ
に関連する動画像を放送品質で視聴することができるだけでなく、紙ベースの情報から放
送品質の動画を容易に入手できる。
【０２１２】
　また、ＶＯＤシステム所有者にとっても、視聴できるコンテンツのジャンルを広げる効
果が期待でき、普及の始まったＦＴＴＨ回線でこそ実現可能な、新しいコミュニケーショ
ン手段として期待できる。
【０２１３】
　さらに、個人コンテンツに関して、ビット単価の高い事業者向け装置でなく、個人管理
の市販ストレージ装置を適応することで、放送品質の動画を数多く、低コストで提供する
ことができる。
【０２１４】
　以上、本発明において、記載された具体例に対してのみ詳細に説明したが、本発明の技
術思想の範囲で多彩な変形および修正が可能であることは、当業者にとって明白なことで
あり、このような変形および修正が特許請求の範囲に属することは当然のことである。
【０２１５】
　例えば、前記プライベートチャネルリゾルバの機能を、番組配信サーバに備えさせても
良い。
【図面の簡単な説明】
【０２１６】
【図１】本実施の第１形態におけるＶＯＤシステムの構成図。
【図２】本実施の第１形態におけるＶＯＤシステムのシーケンス図。
【図３】本実施の第２形態における映像コンテンツ視聴システムの構成図。
【図４】本実施の第２形態におけるｉＳＣＳＩ接続パラメータのデータ構成図。
【図５】本実施の第２形態における電子チケットの第１データ構成図。
【図６】本実施の第２形態における電子チケットの第２データ構成図。
【図７】本実施の第３形態における映像コンテンツ視聴システムの構成図。
【図８】本実施の第３形態におけるプライベートチャネル設定情報のデータ構成図。
【図９】本実施の第４形態における映像コンテンツ公開システムの構成図。
【図１０】一般的なＶＯＤシステムの構成図。
【図１１】一般的なＶＯＤシステムのシーケンス図。
【符号の説明】
【０２１７】
　１…宅内端末
　２…ＳＴＢ
　３…プライベートチャネルレゾルバ
　４…ＶＯＤサーバ
　４Ａ…仮想専用サーバ採用ＶＯＤサーバ
　５…ｉＳＣＳＩプライベートストレージ装置
　５’…プライベートストレージ装置
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　６…ＣＩＤマネージャ
　７…認証サーバ
　８…ＷＥＢサーバ
　９…チケットサーバ
　１０…携帯電話
　１１…メディア
　１２…プライベートチャネルエージェント
　１３…ＦＭ－ＤＢ
　１４…ｉＳＣＳＩ　Ｇａｔｅｗａｙ装置
　１５…映像コンテンツファイル
　１６…番組配信サーバ
　１７…コモンストレージ
　１８…ＶＯＤ視聴者
　１００…ＩＰｖ４網
　１０１…ＩＰｖ６網／ＦＴＴＨ回線
　１０２…携帯電話網
　１０３…ＦＴＴＨ回線／ｉＳＣＳＩ
　Ｄ１…ｉＳＣＳＩ接続パラメータ
　Ｄ２，Ｄ３…電子チケット
　Ｄ４…プライベートチャネル設定情報
　ｄ１…コンテンツＩＤ
　ｄ２…ＶＯＤサーバ名
　ｄ３…ワンタイムＩＤ
　ｄ４…ワンタイムＰＷ
　ｄ５…ＩＰｖ６ネットワークプレフィックス
【図１】 【図２】
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